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小児救急電話相談「＃８０００」をご利用ください
　子どもの夜間の急な病気（発熱、下痢、嘔吐、ひきつけ
等）に関することにつきましては、長野県小児救急電話相談
「♯８０００」もご利用ください。
○相談時間　毎日　午後７時～午後１１時
　♯８０００でつながらない場合は、
　☎０２６３（７２）２０００へお電話ください

「こどもの救急」をご活用ください
　夜間や休日などの診療時間外に医療
機関にかかった方がよいかの判断の目
安を、日本小児科学会が提供している
ホームページです。判断の一助として
ください。
ホームページ　http://www.kodomo-qq.jp/
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電話医療相談所
４月１日スタートに向けて準備中！

市民の皆さんの健康管理のお手伝い

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
医
療
に
関
し
て
い
つ
で
も
相
談
で
き
る

24
時
間
対
応
の
「
中
野
市
電
話
医
療
相
談
所
」
を
４
月
１
日
か

ら
北
信
総
合
病
院
内
へ
の
開
設
に
向
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
急
病
以
外
の
医
療
に
関
す
る
相
談
に
看
護
師
・
保
健
師
等
が

電
話
で
お
答
え
し
ま
す
。
専
用
電
話
（
☎
�
０
３
０
０
）
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
☎
�
０
３
０
０
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
相
談

員
が
電
話
に
出
ま
し
た
ら
、
住
所 

、
氏
名
、

電
話
番
号
、
相
談
の
内
容
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

※
あ
く
ま
で
も
医
療
に
関
す
る
相
談
と
そ

れ
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
診
断
や

治
療
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
相
談
は
で
き
る
だ
け
昼
間
に
お

願
い
し
ま
す
。

★
急
病
時
は
、
今
ま
で
ど
お
り
北
信
総
合

病
院
（
救
急
外
来
）
☎
�
２
１
５
１
ま

た
は
最
寄
り
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

・
ど
の
診
療
科
を
受
診
し
た
ら
い
い
か

・
家
庭
で
で
き
る
看
護

・
そ
の
他
医
療
に
関
す
る
心
配
ご
と　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

市役所健康長寿課健康管理係　☎（２２）２１１１（内線２４２）
北信総合病院医療安全管理室　☎（２２）２１５１（内線５５２２）

  

利
用
方
法

  

主
な
相
談
内
容 

  

ご
注
意
く
だ
さ
い

「
地
域
医
療
の
充
実
」
を

　
　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

「
中
野
市
電
話
医
療
相
談
所
」
を
４

月
１
日
か
ら
の
開
設
に
向
け
て
準
備

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
市
と
北
信
総
合
病
院
と

の
協
力
体
制
に
よ
り
実
施
す
る
も
の

で
、
北
信
総
合
病
院
内
に
設
置
す
る

専
用
電
話
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
医
療
に
関
す
る
相
談
に
、

看
護
師
、
保
健
師
等
が
24
時
間
、

３
６
５
日
対
応
し
ま
す
。

　
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

中野市長

　小田切　治世

問

中野市

２４時間対応します
　専用電話　☎（２３）０３００

※写真はイメージです

★
一
刻
も
早
く
病
院
へ
の
救
急
搬
送
が
必

要
と
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
☎
１
１
９
へ

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
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「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
、

鳥
な
ど
か
ら
人
に
感
染
し
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
、
人
か

ら
人
に
感
染
し
や
す
い
よ
う
に
変

異
し
た
、
新
し
い
型
の
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
人
は
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
短

期
間
で
世
界
的
に
大
流
行
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
発
生

し
た
場
合
に
備
え
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

○
飛ひ

沫ま
つ

感
染

　
感
染
者
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み
の

中
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
吸

い
込
む
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま

す
。

○
接
触
感
染

　
ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
な
ど
を
介

し
て
ウ
イ
ル
ス
の
つ
い
た
手
で

目
、
鼻
、
口
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。

　
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
風

邪
な
ど
の
予
防
方
法
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
を
吸

い
込
ん
だ
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
付

い
た
手
が
鼻
、
口
に
触
れ
る
の

を
防
ぎ
ま
す
。

・
周
囲
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め

に
も
重
要
で
す
。

■
こ
ま
め
に
手
洗
い
・
う
が
い
を

し
ま
し
ょ
う

・
石
け
ん
を
よ
く
泡
立
て
て
、
手

首
、
手
の
ひ
ら
、
手
の
甲
、
指

の
間
、
爪
の
間
ま
で
念
入
り
に

洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
手
洗
い
後
は
清
潔
な
タ
オ
ル
で

拭
き
ま
し
ょ
う
。

・
外
か
ら
帰
っ
た
と
き
や
、
病
気

の
人
と
接
触
し
た
後
に
は
う
が

い
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
ま

し
ょ
う

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
人
と

人
と
が
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り

感
染
が
拡
大
し
ま
す
。

・
人
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
、

不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

①
せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き

は
、
他
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

②
マ
ス
ク
が
な
い
場
合
は
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を

押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔
を
そ

む
け
一
㍍
以
上
は
な
れ
る
。

③
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
す

ぐ
に
ふ
た
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨

て
る
。

　
発
生
前
の
今
か
ら
、
流
行
の

ピ
ー
ク
時
に
外
出
し
な
く
て
も
よ

い
だ
け
の
最
低
限
（
二
週
間
程

度
）
の
食
料
品
・
日
用
品
等
の
備

蓄
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
外
出
時
用
や
発
症
時
用

に
「
不
織
布
（
ふ
し
ょ
く
ふ
）
製

マ
ス
ク
」
を
一
人
当
た
り
二
十
～

二
十
五
枚
程
度
備
蓄
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
家
庭
や
職
場
で
大
流
行
に
な
っ

た
時
の
対
応
を
話
し
合
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
発
生
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
近
年
、
私
た
ち
の
「
食
」
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
国
に
お
い
て
、

「
食
育
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
国

民
運
動
と
し
て
食
育
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
市
に
お
い
て
も
「
食
」
の
大
切

さ
を
見
直
そ
う
と
「
中
野
市
食
育

推
進
計
画
」
を
平
成
二
十
一
年
度

を
初
年
度
と
し
、
平
成
二
十
五
年

ま
で
の
五
カ
年
間
の
計
画
期
間
で

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
関

係
団
体
の
代
表
者
等
に
よ
る
「
中

野
市
食
育
推
進
計
画
策
定
懇
話

会
」
を
開
催
し
、
計
画
案
を
審

議
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
計
画

（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
内
容

次
の
公
表
場
所
に
お
い
て
、
公
表

し
て
い
る
計
画
（
案
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

計
画
（
案
）
の
公
表
場
所

・
市
役
所
健
康
長
寿
課

・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.nakano.

nagano.jp/public_com
m

ent/
index.htm

意
見
の
提
出
方
法

文
書
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
（
様

式
は
任
意
で
す
が
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

提
出
期
限
　
三
月
十
三
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
８
３
‐
０
０
２
１

中
野
市
西
一
丁
目
一
番
七
号
（
中

野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）

フ
ァ
ッ
ク
ス
　
�
２
２
９
５

Ｅ
メ
ー
ル  kenko@

city.nakano.
nagano.jp

皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　実施計画とは、中野市総合計画の前期基本計画で定められた施策を、現実の行政の中で、どのように
展開していくかを明らかにするための計画です。よって、前期基本計画を具体化し、詳細を補足すると
ともに、毎年度の予算編成指針になるものです。計画期間は３ヵ年で、毎年見直しを行います。

 中野市実施計画
 ( 平成 21 ～ 23 年度 ) を策定しました

『緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち』の実現に向け、

１．概要
■建設事業（ハード）
　計画事業数　61事業（うち、新規13事業）　
　計画期間事業費総額　58億1,349万９千円
　※計画期間事業費500万円以上の事業を計上
■非建設事業（ソフト）
　計画事業数　6事業（全て新規事業）
　計画期間事業費総額　6,053万９千円
　※計画期間事業費100万円以上の新規事業を計上

２．パブリックコメントの募集結果
　平成21年２月５日から２月19日の間、「広報な
かの」および市公式ホームページ上でご意見を募
集しましたが、応募はありませんでした。皆様の
ご理解とご協力ありがとうございました。

３．計画書の公表場所
　市役所政策情報課および豊田支所地域振興課
　ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp

～今後も「緑豊かなふるさと 文化が香る元気なまち」の実現に向け、計画的な事業推進に努めて参ります～

議会改革最終検討結果
パブリックコメント募集結果

検討事項および
検討趣旨・内容 最終検討結果 検討結果に対するご意見

（3名の方からご意見をいただきました）
ご意見に対する
今後の対応　　

議員定数について
議員定数につ
いては20名と
す る ( 賛 成 多
数)

○減らさない方がよい。市民の多様な声を反映さ
せるにはいろんな議員が必要。報酬を今の９割
程度に下げれば経費は抑えられる。

○22名から20名に減ることによって、議会はどう
変わるのでしょうか。

○検討結果に賛成。ただし、議会の役割を市民が
十分に議論することなしに、議員定数の議論が
先行することは、地方自治の健全な発達を考え
るうえで望ましいことではないと思います。

平成21年３月定
例会で、中野市
議会議員定数条
例の一部を改正
する条例案を提
出し、決定して
いく予定です。

本会議、委員会を豊
田支所、北・西部公
民館等で開催するこ
とについて

市役所本庁舎
で、現状どお
り開催する

○市役所庁舎で行うことはいいと思うが、議会と
して住民との対話(懇談会)を、中学校区単位く
らいで開催してほしい。

今後、検討の参
考とさせていた
だきます。

本会議を夜間や土、
日、祝日に開催する
ことについて

現状どおりと
する

○開催場所と同様、議会として住民との対話(懇
談会)を、土日や祝日に開催してほしい。

政務調査費について
現 行 ど お り
と す る ( 月 額
８千円、年額
９万6千円)

○適正かどうかは、政務調査費が議員ごとに公表
されない限り適否を判断するのは難しい。１円
単位で領収書を添付し、すべての議員の調査費
を情報公開すべきと思います。

　平成20年１2月25日から平成2１年１月24日まで行った「議会改革最終検討結果」に皆様のご意見をお寄

せいただきありがとうございました。

　お寄せいただいたご意見と今後の対応についてまとめましたので、ここでお知らせします。

問い合わせ先　中野市議会事務局　☎（２２）２１１１（内線３１６）

○ご意見等（掲載した意見は、内容を要約し、意見募集したものに限らせていただきました。）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

主
に
想
定
さ
れ
る
感
染
経
路

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
　
　
　
　
　

予
防
方
法

「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を

　
　
　
　
　

守
り
ま
し
ょ
う

個
人
や
家
庭
で
今
か
ら

　
　

準
備
で
き
る
こ
と
は
？

中
野
市
食
育
推
進

　
　
　
　
　

計
画
と
は

中
野
市
食
育
推
進
計
画
に
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中野市のバランスシート
平成19年度

問

普通会計のバランスシート
（平成20年3月31日現在）

　
市
で
は
毎
年
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
（
貸
借
対
照
表
）
を
作
成
し
、

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
あ
る
時
点
に
存
在

す
る
、
税
金
の
投
入
な
ど
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
資
産
や
、
将
来
返
済

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
債
と
、

返
済
が
不
要
な
純
資
産
と
の
比
率

な
ど
に
関
す
る
情
報
が
把
握
で
き

ま
す
。

　
今
回
作
成
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
、
「
新
地
方
公
会
計
制
度
研

究
会
報
告
書
（
平
成
十
八
年
五
月

十
八
日
公
表
）
」
お
よ
び
「
新
地

方
公
会
計
実
務
研
究
会
報
告
書

（
平
成
十
九
年
十
月
十
七
日
公

表
）」
を
活
用
し
、作
成
し
ま
し
た
。

⑴
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
現

在
で
、
資
産
合
計
が
約
千
十
二

　
億
八
千
七
百
万
円
で
あ
る
一
方
、

　
負
債
は
約
二
百
四
十
五
億
八
千

　
七
百
万
円
で
、
そ
の
差
の
純
資

　
産
は
約
七
百
六
十
六
億
九
千
九

　
百
万
円
で
す
。

⑵
資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資

産
等
の
公
共
資
産
が
約
九
百
二

　
十
一
億
七
百
万
円
で
、
資
産
全

体
の
九
十
一
㌫
を
占
め
、
残
り

資キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

金
収
支
計
算
書

普
通
会
計

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　
　

作
成
の
基
本
的
事
項

※一時借入金に関する情報
①資金収支計算書には、一時借入金の増減は含まれ
　ていません。
②平成19年度における一時借入金の借入限度額は、
　25億円です。
③支払利息のうち一時借入金利子は187万円です。

　バランスシート（貸借対照表）は、一般的に企業会計の決算の中
でまとめられ、企業の財務状況をあらわす表のことです。

は
基
金
等
の
投
資
お
よ
び
預

金
等
流
動
資
産
で
、
合
計
約

九
十
一
億
七
千
九
百
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑶
有
形
固
定
資
産
を
目
的
別
に
見

る
と
、
生
活
イ
ン
フ
ラ･

国
土

保
全
（
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
都

市
計
画
、
公
園
な
ど
）
で
多
く

の
事
業
費
が
か
か
り
、
毎
年
継

続
的
に
整
備
さ
れ
る
土
木
関
係

が
、
約
四
百
七
十
五
億
八
千
三

　
百
万
円
（
有
形
固
定
資
産
全
体

の
五
十
一
・
七
㌫
）
、
小
・
中

学
校
や
図
書
館
な
ど
の
建
設
事

業
費
を
含
む
教
育
関
係
が
約

二
百
五
十
四
億
二
千
六
百
万
円

（
同
二
十
七
・
六
㌫
）
と
大
き

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

⑷
負
債
の
部
で
は
、
地
方
債
分
が

固
定
負
債
と
流
動
負
債
を
合
わ

せ
て
約
百
九
十
八
億
九
千
六
百

　
万
円
で
、
負
債
全
体
の
約
八
十
・

　
九
㌫
、
退
職
給
与
関
係
費
用
が

固
定
負
債
、
流
動
負
債
を
合
わ

せ
て
約
四
十
四
億
七
千
二
百
万

円
で
約
十
八
・
二
㌫
の
構
成
比

に
な
り
ま
し
た
。

⑸
純
資
産
の
部
で
は
、
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
分
が
約
百
七
十
九

　
億
七
千
六
百
万
円
で
純
資
産
全

体
の
約
二
十
三
・
四
㌫
、
公
共

資
産
等
整
備
に
か
か
っ
た
市
税

な
ど
の
一
般
財
源
分
が
約
五
百

　
二
十
六
億
九
千
五
百
万
円
で
、

純
資
産
全
体
の
約
六
十
八
・
七

㌫
の
構
成
比
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
作
成
し
た
、
資
金
収
支

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）
計
算

書
は
、
次
の
基
本
的
事
項
に
よ

り
作
成
し
ま
し
た
。

⑴
対
象
と
な
る
会
計
範
囲
は
、

普
通
会
計
で
す
。

⑵
資
金
の
範
囲
を
、
歳
計
現
金

と
し
て
い
ま
す
。

⑶
計
算
書
は
、
企
業
会
計
に
な

ら
っ
て
「
経
常
的
収
支
」
、

「
公
共
資
産
整
備
」
、
「
投

資
・
財
務
的
収
支
」
の
三
つ

　
の
活
動
区
分
に
分
類
し
ま
し

た
。

　
本
市
の
資
金
収
支
計
算
書
は

次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
「
経
常
的
収
支
に
よ
る
資
金

収
支
」
は
、
約
三
十
九
億
九

　
千
六
百
万
円
の
プ
ラ
ス
と

　
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
「
公
共
資
産
整
備
に
よ
る
資

　
金
収
支
」
で
は
、
約
五
億
三

　
千
八
百
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
お
り
、
「
経
常
的
収

支
の
資
金
収
支
」
の
プ
ラ
ス

の
額
の
範
囲
内
で
対
応
で
き

ま
し
た
。

⑶
「
投
資･

財
務
的
収
支
に
よ

　
る
資
金
収
支
」
は
、
約
三
十

　
四
億
四
千
八
百
万
円
の
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
地
方

債
の
発
行
（
投
資･

財
務
的

収
支
の
支
出
に
該
当
す
る
地

方
債
発
行
）
を
上
回
る
地
方

債
の
償
還
額
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

⑷
以
上
三
つ
の
活
動
に
よ
る
資

　
金
収
支
で
、
歳
計
現
金
の
年

　
度
末
残
高
は
、
約
二
億
九
千

　
八
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
金
収
支
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）
計
算
書
と
は
、
一
会
計

年
度
に
お
け
る
資
金
の
増
減
の
状
況
を
説
明
す
る
計
算
書
で
す
。

　

こ
の
資
金
収
支
計
算
書
は
、
行
政
活
動
を
資
金
の
流
れ
か
ら
見

た
も
の
で
、
年
初
と
年
度
末
の
資
金
の
増
減
内
訳
を
表
に
し
た
も

の
で
す
。

資
金
収
支
計
算
書

　

作
成
の
基
本
的
事
項

資
金
収
支
計
算
書

　

か
ら
分
か
る
こ
と

借　　　　　　方 貸　　　　　　　方
〔資産の部〕 〔負債の部〕
１．公共資産 １．固定負債
⑴有形固定資産 ⑴地方債　　　 177億4,510万円
①生活インフラ
　･国土保全 475億8,387万円 ⑵長期未払金
②教育　　　　　 254億2,647万円 ①物件の購入等 －　
③福祉　　　　　 35億1,369万円 ②債務保証または
④環境衛生　　　 4億9,448万円 　損失補償 －　
⑤産業振興　　　 100億2,654万円 ③その他 －　
⑥消防費 2億7,027万円 　長期未払金計 －　
⑦総務費 47億1,099万円 　
　有形固定資産計 920億2,631万円 ⑶退職給与引当金 42億2,241万円
⑵売却可能資産 8,122万円
公共資産合計 921億0,753万円 固定負債合計 219億6,752万円
２．投資等 ２．流動負債
⑴投資および出資金 ⑴翌年度償還予定
①投資および出資金 8億7,635万円 　地方債 21億5,179万円
②投資損失引当金 0万円
　投資および出資金計 8億7,635万円 ⑵短期借入金
⑵貸付金 9,927万円 （翌年度繰上充用） 0万円
⑶基金 　
①退職手当目的基金 11億0,328万円 ⑶未払金 0万円
②その他特定目的基金 23億9,416万円
③土地開発基金 8億9,423万円 ⑷翌年度支払予定
④その他の定額運用基金 1億0,104万円 　退職手当 2億5,051万円
⑤退職手当組合積立基金 0万円
　基金計 44億9,272万円 ⑸賞与引当金 2億1,783万円
⑷長期滞納債権　 4億2,876万円
⑸回収不能見込額 3,619万円 流動負債合計 26億2,013万円
投資等合計 59億3,329万円 負債合計 245億8,765万円
３．流動資産 〔純資産の部〕
⑴現金･預金 1.公共資産等整備 179億7,657万円
①財政調整基金　 16億0,000万円 　国県補助金等　　
②減債基金　　 11億5,251万円
③歳計現金　　 2億9,815万円 2.公共資産等整備
　現金･預金計 30億5,066万円 　一般財源等　　 526億9,592万円
⑵未収金
①地方税 1億4,525万円 3.その他一般財源等 60億2,703万円
②その他　　　 4,800万円 　　
③回収不能見込額　　  244万円 4.資産評価差額 0万円
　未収金計　　　　　 1億9,570万円
流動資産合計 32億4,635万円 純資産合計 766億9,953万円
資産合計 1,012億8,717万円 負債･純資産合計 1,012億8,717万円

資金収支計算書

１　経常的収支の部
人件費 38億2,358万円
物件費 22億1,251万円
社会保障給付 16億0,330万円
補助金等 20億0,844万円
支払利息 3億8,332万円
他会計への事務費等充当財源繰出支出 9億5,944万円
その他支出 3億2,520万円
支出合計　　　　　 113億1,577万円
地方税 60億4,420万円
地方交付税 47億0,462万円
国県補助金等 14億3,356万円
使用料･手数料 5億0,382万円
分担金･負担金･寄附金 6,186万円
諸収入 4億7,962万円
地方債発行額 4億7,770万円
基金取崩額 6億1,064万円
その他収入 9億9,613万円
収入合計  　　　　　 153億1,214万円
経常的収支額　　　　 39億9,637万円

２　公共資産整備収支の部
公共資産整備支出 21億0,453万円
公共資産整備補助金等支出 1億3,325万円
他会計への建設費充当財源繰出支出 721万円
支出合計　　　 22億4,499万円
国県補助金等 8億5,652万円
地方債発行額 7億5,240万円
基金取崩額 6,759万円
その他収入 3,016万円
収入合計　　　　　 17億0,667万円
公共資産整備収支額 △5億3,832万円

3　投資・財務的収支の部
投資および出資金 0万円
貸付金 2億2,520万円
基金積立額 6億1,686万円
定額運用基金への繰出支出 165万円
他会計への公債費充当財源繰出支出 11億1,390万円
地方債償還額 20億9,235万円
支出合計 　　　　　 40億4,996万円
国県補助金等 0万円
貸付金回収額 2億3,402万円
基金取崩額 0万円
地方債発行額 0万円
公共資産等売却収入 3億3,865万円
その他収入 2,897万円
収入合計　　　　　　  6億0,164万円
投資･財務的収支額　 △34億4,832万円

当年度歳計現金増減額 973万円
期首歳計現金残高 2億8,842万円
期末歳計現金残高 2億9,815万円

市役所財政課財政係（☎２２－２１１１内線２２１）

（平成1９年４月１日～
　　　平成20年3月31日）

※各項目で端数処理を行っているため、集計値が一致しない場合があります。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

か
ら
分
か
る
こ
と



平成21年3月号9 平成21年3月号 8

　
二
月
八
日
㈰
に
開
催
し
た
「
平

成
二
十
年
度
生
涯
学
習
市
民
の
つ

ど
い
、
第
四
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

地
域
活
動
を
広
げ
る
つ
ど
い
」
に

お
い
て
、
大
賞
と
な
っ
た
今
回
の

漢
字
一
文
字
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
大
賞
と
な
っ
た
漢
字
一
文
字
は
、

「
緑
」
で
、
一
〇
五
通
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
の
十
月
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
、
「
未
来
の
中

野
市
に
対
す
る
想
い
」
を
漢
字
一

文
字
と
し
て
募
集
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●
未
来
の
中
野
市
に
対
す
る
想
い
は

①
「
緑
」
（
み
ど
り
　
リ
ョ
ク
）

「
緑
」
を
選
ん
だ
主
な
理
由

・
緑
い
っ
ぱ
い
な
中
野
市
に
な
っ

て
欲
し
い
。

・
中
野
市
は
、
緑
が
多
く
、
と
て

も
き
れ
い
だ
か
ら
、
緑
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
か
ら
。

・
地
球
温
暖
化
が
な
く
な
っ
て
、

今
よ
り
も
っ
と
緑
豊
か
に
な
っ

て
ほ
し
い
か
ら
。

・
今
は
ど
ん
ど
ん
緑
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
中
野

は
緑
豊
か
だ
け
ど
も
っ
と
緑
が

み
れ
る
よ
う
に
「
緑
」
と
し
ま

し
た
。

・
緑
し
た
た
る
山
々
、
地
球
の

緑
、
緑
豊
か
な
信
州
中
野
に
対

す
る
想
い
で
す
。

②
「
美
」
（
ビ
　
う
つ
く
し
い
）

・
美
し
い
中
野
市
に
し
た
い
。

・
ゴ
ミ
な
ど
が
な
い
中
野
市
に
し

た
い
。

・
花
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
自
然

が
豊
か
で
、
ゴ
ミ
の
少
な
い
美

し
い
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

③
「
笑
」
（
シ
ョ
ウ
　
わ
ら
う

　
え
む
）

・
笑
顔
の
た
え
な
い
ま
ち
。

・
中
野
市
を
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
ま

ち
に
し
た
い
。

・
み
ら
い
の
ひ
と
た
ち
も
幸
せ
で

笑
っ
て
ほ
し
い
。

【
未
来
の
中
野
市
は
】

　
緑
が
い
っ
ぱ
い
で
、
美
し
く
、

み
ん
な
が
笑
顔
で
、
夢
が
あ
る
、

そ
ん
な
明
る
い
ま
ち
。

　
中
野
市
（
西
条
）
出
身
の
書
家

で
日
展
会
友
の
関
吾
心
先
生
に

揮
毫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
品
は
市
役
所
本
庁
お
よ
び
支

所
市
民
ホ
ー
ル
に
今
月
三
十
一

日
㈫
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
集
計
結
果
の
詳
細
は
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
掲
示
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
「
緑
」
に
込
め
ら
れ
た
皆

さ
ん
の
思
い
を
基
に
、
未
来
の
中

野
市
を
い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　
中
野
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
�
３
１
１
２

　
北
信
州
の
春
の
風
物
詩
「
中
野

ひ
な
市
」
が
三
月
三
十
一
日
㈫
、

四
月
一
日
㈬
に
市
街
地
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
土
人
形
の
里
な
ら
で
は
の
イ
ベ

ン
ト
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
中
野
土
び
な
展
示
即
売
会

郷
土
玩
具
中
野
土
人
形
（
中
野

人
形
、
立
ヶ
花
人
形
）
を
抽
選

販
売
し
ま
す
。

即
売
後
は
出
展
さ
れ
た
人
形
を

見
学
で
き
ま
す
。

・
展
示
　
三
月
三
十
日
㈪
　

　
　
　
　
正
午
～
午
後
五
時

　
　
　
　
三
月
三
十
一
日
㈫

　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
二
時

　

会
場
　
中
野
商
工
会
議
所

・
即
売
　
三
月
三
十
一
日
㈫

　
　
　
　
午
後
三
時
か
ら

　

会
場
　
中
野
商
工
会
議
所

・
即
売
に
あ
た
っ
て
の
抽
選

　
　
　
三
月
三
十
一
日
㈫

　
　
　
午
前
十
一
時
か
ら

　

会
場
　
中
央
通
り　

●
全
国
土
人
形
即
売
会

全
国
約
二
十
カ
所
の
土
人
形
を

一
堂
に
集
め
た
日
本
唯
一
の
即

売
市
で
す
。

・
三
月
三
十
一
日
㈫

　
正
午
～
午
後
七
時

・
四
月
一
日
㈬

　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　

会
場
　
中
野
陣
屋
前
広
場
南
側

　
駐
車
場

●
大
灯
籠
び
な
行
進

　
三
月
三
十
一
日
㈫
午
後
六
時

　
出
発
場
所
　
中
野
商
工
会
議
所
前

●
土
人
形
絵
付
け
体
験

土
人
形
師
奈
良
久
雄
さ
ん
の
制

作
実
演
を
同
時
開
催

　
三
月
三
十
一
日
㈫
、
四
月
一
日
㈬

　

会
場　

中
心
市
街
地
活
性
化
施
設

●
ま
ち
か
ど
土
び
な
展

市
街
地
七
十
一
店
舗
の
店
先
に

各
店
所
有
の
土
び
な
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

期
間　

四
月
一
日
㈬
ま
で

●
中
野
ひ
な
市
特
別
展

　「
日
本
の
祭
り 

お
も
ち
ゃ
展
」

　
三
月
十
六
日
㈪
～
四
月
三
日
㈮

　
会
場
　
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

　
※
期
間
中
無
休

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

北信州に春を呼ぶ

中野ひな市

信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞
　
第
3
弾

「
未
来
の
中
野
に
対
す
る
想
い
漢
字
一
文
字
」
募
集
結
果

応
募
総
数
　
九
都
府
県
（
県
内
九
市
町
）か
ら
一
、六
九
九
通

上位10文字
（数字は応募数）
① 緑 105
② 美 84
③ 笑 68
④ 夢 65
⑤ 明 58
⑥ 豊 46
⑥ 幸 46
⑧ 和 43
⑨ 楽 42
⑩ 平 37
⑩ 心 37 ▲関吾心先生

▲

　
「
土
人
形
の
里
に
住
む
皆
さ
ん

に
、
土
人
形
の
伝
統
技
術
に
触

れ
、
そ
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
を

感
じ
、
一
人
ひ
と
り
の
中
に
土
人

形
の
里
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
、
ま
た
、
「
土

人
形
の
里  

信
州
中
野
を
全
国
に

発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
生
涯

学
習
の
一
助
に
つ
な
げ
た
い
」
と

い
う
想
い
か
ら
、
本
年
度
も
、
第

三
回
土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
、
三
部
門
で
合
計

三
六
七
点
に
の
ぼ
り
、
去
る
二
月

十
八
日
に
審
査
会
を
行
い
、
次
の

と
お
り
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
式
に
つ
い
て
は
、

三
月
二
十
八
日
㈯
の
午
前
十
時
か

ら
、
ま
ち
な
か
交
流
の
家
に
お
い

て
行
い
ま
す
。

《
小
学
校
低
学
年
（
以
下
）
の
部
》

最
優
秀
賞

　
髙
田
広
登
さ
ん

優
秀
賞

　
小
林
真
央
さ
ん

　
田
尻
美
琴
さ
ん

　
脇
田
愛
弓
さ
ん

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

最
優
秀
賞

　
中
島
愛
実
さ
ん

優
秀
賞

　
岩
﨑
妃
加
里
さ
ん

　
松
本
　
翼
さ
ん

　
山
田
憲
太
郎
さ
ん

《
一
般
の
部
》

最
優
秀
賞

　
岩
﨑
圭
子
さ
ん

優
秀
賞

　
五
味
す
み
さ
ん

　
関
　
春
花
さ
ん

　
牧
　
み
え
子
さ
ん

　
こ
の
ほ
か
、
佳
作
に
各
部
門
で

十
点
ず
つ
（
合
計
三
十
点
）
が
入

賞
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.
city.nakano.nagano.jp/　

☆
土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
作

　
品
展
示
（
全
三
六
七
点
）

期
間
　
三
月
二
十
八
日
㈯
～
四
月

一
日
㈬

会
場
　
ま
ち
な
か
交
流
の
家

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

～
土
人
形
の
里　

信
州
中
野
～

入
賞
作
品
発
表

　市の花（バラ、シャクヤク）・木（リンゴ、もみじ）・鳥（チョウ
ゲンボウ）の計５部門を対象に、昨年４月から実施していたフォト
コンテストの最優秀賞が決定しましたので、紹介します。
　皆さんのご応募ありがとうございました。
問　市役所庶務課秘書広報係　☎（22）２１１１（内線 212・４００）

－中野市の花・木・鳥　制定記念－

入賞作品発表フ ト コ ン テ ス トオ

バラの花咲く小さな駅
　小田中　徳竹義行

《
バ
ラ
の
部
》

《
リ
ン
ゴ
の
部
》

《
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
部
》

《
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
部
》

《もみじの部》

太陽の恵み
　七瀬　小林輝幸

落葉
　新井　月岡尚雄

咲く咲く
　新井　月岡尚雄

縄張主張
　長野市妻科町　山崎邦昭

髙田さんの作品

岩﨑さんの作品 中島さんの作品
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《
一
般
会
計
》

　
平
成
二
十
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
、
十
二
億
六
千
五
百
四
十
三

万
六
千
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後

の
予
算
総
額
を
、
二
百
二
十
億
二

千
四
百
三
十
万
四
千
円
と
し
ま
し

た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
企
画
費
で
、
定
額

給
付
交
付
金
事
業
費
七
億
五
、
二

四
六
万
余
円
を
追
加
●
情
報
政
策

費
で
、
情
報
機
器
及
び
基
幹
系
機

器
購
入
費
一
、
九
一
九
万
余
円
を

追
加

〈
民
生
費
〉
●
障
害
者
福
祉
費
で
、

福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
冷
暖
房

設
備
改
修
に
伴
う
、
整
備
事
業
費

一
、
七
七
〇
万
円
を
追
加
●
児
童

福
祉
総
務
費
で
、
平
岡
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業
費
二
、

九
三
五
万
余
円
の
追
加
及
び
子
育

て
応
援
特
別
手
当
事
業
費
二
、

八
八
七
万
余
円
を
追
加
●
保
育
所

費
で
、
平
岡
保
育
園
水
道
管
敷
設

替
工
事
及
び
平
野
保
育
所
屋
根
改

修
工
事
等
保
育
園
施
設
整
備
事
業

費
一
、
四
一
七
万
余
円
を
増
額

〈
衛
生
費
〉
●
じ
ん
芥
処
理
費
で
、

ご
み
収
集
車
の
更
新
に
伴
う
、
車

両
購
入
事
業
費
八
五
九
万
余
円
を

追
加

〈
労
働
費
〉
●
労
働
諸
費
で
、
緊

　２月市議会臨時会が２月13日に招集され、１日間の会期で
開催されました。
　この議会では、予算案１件が審議され、原案どおり可決さ
れました。
　ここでは主な内容をお知らせします。

２月の市議会臨時会報告

急
雇
用
創
出
事
業
に
伴
う
、
雇
用

対
策
事
業
費
六
七
万
余
円
を
追
加

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
農
業
総
務

費
で
、
中
野
市
産
業
公
社
に
お
い

て
、
事
業
推
進
に
必
要
な
農
業
機

械
の
購
入
を
す
る
た
め
、
運
営
補

助
金
七
九
三
万
円
を
追
加

〈
商
工
費
〉
●
商
工
振
興
費
で
、

プ
レ
ミ
ア
付
商
品
券
支
援
事
業
補

助
金
一
五
〇
万
円
を
増
額
●
中
野

陣
屋
、
県
庁
記
念
館
塗
装
工
事
等 

施
設
改
修
に
係
る
、
整
備
事
業
費

五
七
八
万
余
円
を
追
加
●
観
光
費

で
、
間
山
温
泉
公
園
温
泉
施
設
設

備
改
修
及
び
東
山
観
光
道
路
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
塗
装
改
修
に
係
る
、
施

設
整
備
事
業
費
六
三
三
万
余
円
を

追
加

〈
土
木
費
〉
●
道
路
新
設
改
良
費

で
、
幹
線
道
路
整
備
に
伴
う
、
測

量
設
計
委
託
料
一
五
〇
万
円
を
増

額
●
道
路
舗
装
費
で
、
市
道
平
岡

十
一
号
線
他
舗
装
整
備
に
伴
う
、

工
事
費
二
、
〇
〇
〇
万
円
を
増
額

●
交
通
安
全
対
策
特
別
事
業
費

で
、
松
川
横
断
歩
道
橋
塗
装
改
修 

及
び
区
画
線
設
置
整
備
等
交
通
安

全
施
設
整
備
工
事
費
八
二
九
万
円

を
増
額
●
河
川
総
務
費
で
、
河
川

管
理
の
整
備
を
図
る
た
め
の
備
品

と
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ
車
ホ
ー
ス

購
入
費
一
三
六
万
余
円
を
増
額
●

河
川
改
修
事
業
費
で
、
河
川
及
び

水
路
の
整
備
の
た
め
、
改
修
工

事
費
三
五
〇
万
円
を
増
額
●
公
園

管
理
費
で
、
文
化
公
園
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
及
び
修
景
池
等
整
備
改

修
に
伴
う
、
公
園
施
設
工
事
費

一
、
三
九
六
万
余
円
を
増
額
●
文

化
公
園
一
帯
活
性
化
推
進
費
で
、

駐
車
場
及
び
遊
歩
道
の
整
備
等

四
六
〇
万
余
円
を
増
額

〈
消
防
費
〉
●
消
防
施
設
費
で
、

平
岡
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ

ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
、
整
備
事
業

費
一
、
六
〇
六
万
余
円
を
追
加

〈
教
育
費
〉
●
小
学
校
学
校
管
理

費
で
、
小
学
校
施
設
の
耐
震
化
対

策
工
事
等
に
伴
う
、
耐
震
補
強
事

業
費
一
億
一
、
五
七
四
万
余
円
を

追
加
●
中
学
校
学
校
管
理
費
で
、

中
学
校
耐
震
補
強
設
計
業
務
委
託

に
対
す
る
財
源
組
替
●
文
化
財
保

護
費
で
、
高
遠
山
古
墳
の
保
存
整

備
工
事
等
に
伴
う
、
整
備
事
業
費

三
〇
〇
万
円
を
増
額

   

補
正
予
算

　固定資産税納税義務者の方は縦覧期間内中に、自己所
有以外の他の土地や家屋の価格について縦覧できます。

縦覧期間
平成21年4月1日㈬～平成21年4月30日㈭
午前8時30分～午後5時30分
（土・日曜日、祝日を除く）

縦覧でき
る帳簿　

①土地価格等縦覧帳簿
　【所在、地番、地目、面積、価額】
②家屋価格等縦覧帳簿
　【所在、 家屋番号、 種類、 構造、 床面積、 価格】

縦覧でき
る方およ
び縦覧申
請に必要
なもの　

①固定資産税の納税者、納税管理人、納税者
　と同居の親族
　・納税通知書、課税明細書、運転免許証、
　　保険証、パスポート等のいずれか一つ
②固定資産税の納税者の代理人
　・委任状と、申請者と確認のできるもの

縦覧場所 市役所税務課および豊田支所地域振興課
縦覧手数料 無料（縦覧帳簿のコピーはできません）

　納税義務者の方は ｢自己の資産について記載された部分」を、
借地人 ･ 借家人の方などは ｢該当権利の目的である土地また
は家屋について記載された部分」を閲覧できます。

閲覧期間 通年　午前8時30分～午後5時30分
　　　（土・日曜日、祝日を除く）

閲
覧
で
き
る
方

固定資産税の納税義務者 当該納税義務に係る固
定資産

土地について賃借権その他の
使用または収益を目的とする
権利を有する者

当該権利の目的である
土地

家屋について賃借権その他の
使用または収益を目的とする
権利を有する者

当該権利の目的である
家屋およびその敷地で
ある土地

固定資産の処分をする権利を
有する一定の者

当該権利の目的である
固定資産

閲覧
申請
に必
要な
もの

①土地または家屋に係る固定資産税の納税者
　・納税通知書、課税明細書、運転免許証、保険証、
　　パスポート等のいずれか一つ
②借地人、借家人
　・賃貸借契約書等と、申請者本人と確認のできるもの

閲覧場所 市役所税務課および豊田支所地域振興課
問い合わせ先　市役所税務課資産係
☎（２２）２１１１（内線２２６）

固定資産台帳の縦覧と閲覧ができます
縦 覧 制 度 閲 覧 制 度

　
固
定
資
産
税
額
は
、
評
価
額
を

基
準
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
土

地
と
家
屋
は
、
資
産
価
格
の
変
動

に
対
応
し
て
評
価
額
の
見
直
し
を

す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
三
年
ご

と
の
基
準
年
度
に
評
価
替
え
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
土
地
（
宅
地
）
の
評
価
額
は
、

平
成
二
十
年
一
月
一
日
時
点
の
地

価
公
示
価
格
の
七
割
と
し
て
算
出

し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
地
価
の
変

動
な
ど
を
反
映
し
て
評
価
額
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
地
価
の
下
落
の
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
地
目
の
変

更
や
計
算
方
法
の
変
更
等
（
画
地

計
算
や
路
線
価
格
の
見
直
し
）
に

よ
り
評
価
額
が
上
昇
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
九
年
一
月
現
在
の
工
事
原
価

を
基
礎
と
し
た
、
建
築
資
材
等
の

評
価
基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

再
建
築
価
格
（
評
価
物
件
と
同
一

の
家
屋
を
新
築
す
る
場
合
に
要
す

る
費
用
）
を
積
算
し
、
こ
れ
に
経

過
年
数
に
よ
る
減
点
補
正
等
を
乗

じ
て
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

　
な
お
、
合
併
前
の
旧
市
村
で
一

部
相
違
の
あ
っ
た
宅
地
の
評
価
方

法
に
つ
い
て
、
合
併
協
議
で
協
議

し
た
と
お
り
、
豊
田
地
域
の
宅
地

評
価
の
方
法
は
画
地
（
複
数
筆
）

に
よ
る
評
価
に
よ
り
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　
評
価
替
え
に
よ
り
前
年
度
の
税

額
と
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
資
産
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

平
成
二
十
一
年
度
は
「
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
」
の
年
で
す
！

　
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、

定
額
給
付
金
事
業
及
び
子
育
て

応
援
特
別
手
当
支
給
事
業
の
実

施
に
向
け
、
実
施
本
部
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
事
業
実
施
が
決
定
次

第
、
事
業
概
要
、
給
付
方
法
等

に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
方
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
定
額
給
付
金
事
業
及

び
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給

事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
中
野
市
定
額

給
付
金
事
業
等
実
施
本
部
事
務

局
（
市
役
所
政
策
情
報
課
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

フ
ァ
ッ
ク
ス
　
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル
　seisaku@

city.
nakano.nagano.jp

定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
応
援

特
別
手
当
の
給
付
を
よ
そ
お
っ

た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個

人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

※
市
や
総
務
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
市
や
総
務
省
な
ど
が
、「
定

額
給
付
金
」
等
の
給
付
の
た

め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
込

を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

※
現
時
点
で
、
市
や
総
務
省
な

ど
が
住
民
の
皆
様
の
世
帯
構

成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど

の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ

と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
野
市
定
額
給
付
金
事
業
等
実
施
本
部

を
設
置
し
ま
し
た

※土地および家屋のみ納税している方は、それぞれの価
格等縦覧帳簿しか縦覧できません

　北信濃ふるさとの森文化公園一帯活性化懇話会
（佐藤秀彦座長、委員15名）では、文化公園一帯
の望ましい活性化整備の在り方について討議を重
ね「みんなで、創り、楽しみ、くつろぎの里山」
を活性化コンセプトとした提言書を２月４日、小
田切市長へ提出しました。

 〔提言の内容〕
 ★雑木林空間の整備
 ★既存施設の活用
 ★一帯の自然資源を
 　活かした名所づくり
 ★「味覚」が楽しめる　　　　　　　　　　　   
 　場づくり
 ★浜津ヶ池の環境整備
 　と近隣農園関係者との協調
 ★運営方法とＰＲ

　今後、市では提言いただいた内容について検討
し、文化公園一帯の活性化に向けた取り組みを進
めていきます。
問い合わせ先　市役所文化公園整備推進室推進係
☎（２２）２１１１（内線２７６）

　
小
田
切
市
長
へ
提
言
書
を

　
　
　
　
　

手
渡
す
佐
藤
座
長

▼

文化公園一帯の活性化に向けて文化公園一帯の活性化に向けて



　
異
動
の
多
い
３
月
中
旬
か
ら
４

月
中
旬
の
日
曜
日
の
午
前
中
、
市

役
所
本
庁
に
お
い
て
、
休
日
窓
口

業
務
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

 

実
施
日

　

 　

３
月
22
日

　

 　

3
月
29
日

　

 　

４
月
５
日

　

 　

４
月
12
日

　

 　

（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

　

 

実
施
時
間　

　
　

 

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　

 

正
午
ま
で

※
ご
不
明
な
点
は
、
市
役
所
（
☎

�
２
１
１
１
）
の
各
業
務
担
当

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す 

｢

公
述
申
出
書｣

に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
公
述
申
出
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
公
聴
会
の
傍
聴
は
自
由

で
す
が
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
、

希
望
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と

し
、
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
期
限
ま
で
に
公
述
の
申
し
出
が

な
い
場
合
は
、
公
聴
会
を
中
止
し

ま
す
。
中
止
と
な
っ
た
場
合
は
、

三
月
十
日
㈫
に
、
音
声
告
知
放

送
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

閲
覧
・
公
述
の
申
出
、
問
い
合
わ

せ
先
　
市
役
所
都
市
計
画
課
監
理

計
画
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線

２
６
９
）

　
市
で
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
案
の
作
成
に
あ
た
り
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

お
聞
き
し
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
次
の
と
お
り
「
公
聴
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
三
月
十
二
日
㈭

時
間
　
午
後
七
時
か
ら

会
場
　
市
民
会
館
四
十
六
号
会
議
室

内
容
　
中
野
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

計
画
案
の
閲
覧
、
公
述
の
申
出
　

閲
覧
期
間
　
三
月
十
一
日
㈬
ま
で

閲
覧
場
所　

市
役
所
都
市
計
画
課

公
述
の
申
出
期
間
　
三
月
九
日
㈪

受
付
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時
三
十
分
（
土
日
、
祝
日

を
除
く)

　
公
述
の
申
し
出
を
さ
れ
る
方
は
、

平成21年3月号13 平成21年3月号 12

○市民課関係
届　出　の　種　類 必要なもの 説　　　　　　明

市外へ住所を移すとき（引
越しをする前に）

⑴転出届
 （市民課・地域振
興課にあります)

・転出先の住所、世帯主を市民課窓口または豊田支所地域振興
課窓口へ届出いただきますと転出証明書を交付します。転出
証明書は転出先市町村窓口で転入の手続きの際に提出してく
ださい

⑵印鑑 ・届出人の印鑑をご持参ください

⑶その他

・印鑑登録してある方は、印鑑登録証をご持参ください
・住民基本台帳カードをお持ちの方は、ご持参ください
・国民健康保険の加入者の方は、保険証をご持参ください
 【学生が転出する場合は、在学証明書をご持参ください（間
に合わないときは後日でも結構です)】

市外から中野市へ住所を移
すとき(引越してから14日
以内）

⑴転出証明書 ・今まで住んでいた市区町村窓口からあらかじめ交付を受けて
ください。

⑵転入届 ・中野市での住所の地番・行政区・世帯主を確認して届け出て
ください

⑶印鑑 ・届出人の印鑑をご持参ください

⑷その他 ・中野市で国民健康保険に加入する方は、お申し出ください
・国民年金の加入者の方は、年金手帳をご持参ください

市内で住所を移すとき（引
越してから 14 日以内）

⑴転居届
 （市民課・地域振
興課にあります)

・新しい住所の地番・行政区・世帯主を確認して届け出てくだ
さい

⑵印鑑 ・届出人の印鑑をご持参ください

⑶その他 ・国民健康保険の加入者の方は、保険証をご持参ください
・住民基本台帳カードをお持ちの方は、ご持参ください

会社などをやめて国民健康
保険、国民年金に加入する
とき（14日以内）

⑴印鑑 ・届出人の印鑑をご持参ください

⑵その他 ・年金手帳、職場の健康保険をやめた証明書をご持参ください
会社などに就職して国民健
康保険、国民年金をやめる
とき（14日以内）

⑴印鑑 ・届出人の印鑑をご持参ください

⑵その他 ・年金手帳、国民健康保険証、職場の健康保険証を持参ください
※届出の際に、届け出た方の本人確認をしますので、運転免許証等の写真付き身分証明書をお持ちください。なお、

届出人が別世帯の場合は、本人の委任状が必要です。
　問い合わせ先　市役所市民課窓口係 ☎（２２)２１１１（内線２３６)
        豊田支所地域振興課 ☎（３８)３１１１（内線１３２)

３・４月は、就職や進学、転勤等で引っ
越しをする人が多く、窓口が混み合いま
すので、手続きは早めに行いましょう。

転居等の手続きはお早めに

◇　取　り　扱　う　業　務　◇
担当課 業　務　内　容 担当課 業　務　内　容

市民課

・戸籍謄抄本、除籍・改正原戸
籍に関する証明書の交付
・住民票の写し、戸籍の附票、
住民票記載事項証明書の交付
・印鑑登録、廃止の申請の受
付、印鑑登録証明書の交付
・税務関係証明書の交付
・戸籍届出（出生、死亡、婚
姻、離婚、転籍、養子縁組
等)の受付
・住所異動届（転入・転出等)
 の受付
・国民年金保険料免除（学生納
付特例を含む)申請の受付

福祉課

・国民健康保険の加入、喪失手続
・福祉医療申請（乳幼児除く)、
身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳、障
害者児福祉サービスの受付

子育て課
・児童手当申請受付
・福祉医療申請（乳幼児等)の
受付

保育課 ・保育所入所、退所手続
・保育料の収納

上下水道課 ・水道の開閉栓手続
・水道、下水道料金の収納税務課 ・市税の収納

※他市町村、関係機関等に確認を必要とする業務は取り扱いできません。

休
日
窓
口
業
務 

を
実
施
し
ま
す
！

休
日
窓
口
業
務

○上下水道関係  ※上下水道課の窓口 (本庁舎２階または豊田支所 )で受付しています

届　出　の　種　類 届出などに必要なもの
手　数　料　等

3月31日まで 4月1日から
地域 金額(件) 電話受付 金額(件) 電話受付

転居するとき 
（水道の使用を止めるとき）

印鑑、手数料
※電話で届出される場合は、料金の
精算の方法、転出先の住所、連絡
先をお知らせください

中野 ― ○
無料 ○

豊田 1,500円 ×

入居するとき 
(水道を使い始めるとき)

印鑑、手数料など
※料金を口座から振替する場合は、
口座番号、印鑑をお願いします

中野 500円
× 500円 ×

豊田 1,500円

所有者（使用者）が変わるとき
（市民課等に届出を出されても水
道等の名義の変更はできません）

印鑑、土地建物等を購入した場合は
売買契約書の写しなど ― × ― ×

※中野市水道事業給水条例の改正により4月1日から手数料等が変更になります。また、土・日曜日、祝日は、
閉庁のため届出の受付および水道の開栓、閉栓の対応はできませんので、事前に届出をお願いします。(ただし、
3月22日・29日、4月５日・12日の午前中は営業しています)

　問い合わせ先 市役所上下水道課営業係 ☎（２２)２１１１（内線２８４)

中
野
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
に
伴
う
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す



平成21年3月号1５ 平成21年3月号 14

　４月１日から、家電リサイクル法の対象品目
に、液晶式テレビ・プラズマ式テレビ、衣類乾
燥機が追加されます。

　家電リサイクル法の対象品目は、メーカーが
リサイクルするため、不燃物処理センターへの
持ち込み、衛生自治会が実施する不燃性粗大ご
みの回収に出すことはできません。
　原則として、買い替えをする店または買った
店に引き取りを依頼してください。
　各家庭に配布してあります「ごみと資源物の
分け方・出し方」（冊子）の訂正をお願いします。
（訂正箇所のページ　７、８、13、21ページ）
問い合わせ先　市役所環境課衛生係
☎（２２）２１１１（内線２４5）

家電リサイクル法対象品目（下線部分が追加）
エアコン、ブラウン管式テレビ、
液晶式テレビ、プラズマ式テレビ、
冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機

　
市
で
は
、
一
部
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
市
税
（
国
民
健
康
保

険
税
を
除
く
）
の
滞
納
が
な
い
こ

と
を
条
件
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
制
限

（
二
十
六
項
目
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
四
月
一
日
㈬
か
ら
、
さ

ら
に
十
一
項
目
を
追
加
し
、
全

三
十
七
項
目
に
お
い
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

◇
税
負
担
の
観
点
か
ら

　
市
税
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
教
育
の
振
興
、
社
会
福
祉
の

増
進
な
ど
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
う
た
め
の
費
用
を
、
所
得
や

資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
公
平
に
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　
滞
納
は
誠
実
に
納
税
な
ど
の
義

務
を
果
た
す
多
く
の
市
民
の
公
平

感
を
阻
害
し
か
ね
ま
せ
ん
。
ま

た
、
健
全
な
行
政
運
営
に
支
障
を

き
た
し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
市

税
の
滞
納
者
に
対
し
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
制
限
し
、
納
税
意
識
の
高

揚
と
滞
納
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

対
象
と
す
る
市
税
　
市
民
税
（
個

人
・
法
人
）
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
、
入
湯

税
、
都
市
計
画
税
、
鉱
産
税
、
特

別
土
地
保
有
税

制
限
を
受
け
る
対
象
者
　
利
用
制

限
の
対
象
と
な
る
三
十
七
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
申
請
し
よ
う
と
す
る

本
人
ま
た
は
法
人
（
申
請
に
市
税

の
納
税
証
明
書
を
添
付
）

①
督
促
状
を
送
付
し
て
も
納
税
の

意
思
を
示
さ
な
い
者

②
行
政
に
対
す
る
不
平
、
不
満
等

を
理
由
に
納
税
を
拒
否
す
る
者

市
税
の
滞
納
者
に
対
す
る

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
制
限
す
る
対
象
を
拡
大
し
ま
す

③
納
税
誓
約
が
提
出
さ
れ
て
い
て

も
納
税
の
実
績
が
な
い
者

④
そ
の
年
度
の
課
税
額
に
満
た
な

い
金
額
を
納
入
し
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
滞
納
額
が
増
加
し
て

い
る
者

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
（
☎
�
２
１
１
１
）
の
各
業

務
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

新たに利用制限の対象となる行政サービス（11項目）
行政サービス等名称 担当課

中野市国際交流推進事業補助金
政策情報課

中野市都市間市民交流推進事業補助金

中野市生ごみ堆肥化機器等購入費助成金
環境課

中野市浄化槽設置事業補助金

中野市特定農地貸付

農政課中野市新規就農者支援事業補助金

中野市農地効率利用奨励補助金

中野市工業経営個別診断事業補助金

商工観光課中野市中高年齢者等雇用促進奨励金

中野市勤労者住宅建設資金融資利子補給金

中野市若者住宅継続入居 都市計画課

家電リサイクル法の対象品目が追加

平成２０年度ポイ捨て防止看板図案選考結果（敬称略）
賞名 学校名 学年 入賞者氏名
最優秀賞 長丘小学校 ４年 小林　美幸
優秀賞 科野小学校 ５年 市川　莉帆
金賞 平野小学校 ６年 青木　愛実
金賞 高丘小学校 ６年 竹田　桃子

　市では、幹線道路での空き缶等のポイ捨てを未然に防
ぐため、防止用の啓発看板を設置していますが、老朽化
により、平成17年度から市内の小中学生を対象に図案を募
集し、看板の取り替えを行っています。
　今年度も、113点の応募の中から、
新しい看板の図案が決定しました。
　新しい看板は、最優秀作品と優秀
作品の両面で作成し、長丘バイパス
に設置します。
問い合わせ先　市役所環境課衛生係
☎（２２）２１１１（内線２４5）

ポイ捨て防止看板の図案決定
「ポイすてはやめて！」

　

最
優
秀
作
品

▼
　
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り

組
み
、
ま
た
、
区
と
市
を
結
ぶ
パ

イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
く
、

平
成
二
十
一
年
度
の
区
長
さ
ん
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
野
地
区
　
中
町
・
須
崎
正
彦
、

西
町
・
清
野
友
幸
、
東
町
・
林
政

人
、
松
川
・
宮
﨑
作
三
、
普
代
・

宮
下
彊
、
東
松
川
・
横
田
享
介
、

一
本
木
・
戸
谷
知
利
、
栗
和
田
・

小
林
崇
德
、
西
条
・
小
澤
進
、
上

小
田
中
・
酒
井
皓
次
、
下
小
田

中
・
豊
田
敏
夫
、
東
吉
田
・
塚
田

峯
雄

日
野
地
区
　
間
山
・
中
山
成
春
、

新
野
・
上
原
泉
、
更
科
・
田
川
武

男
、
高
遠
・
田
川
耕
介
、
東
山
・

萩
原
光
繁

延
徳
地
区
　
桜
沢
・
齊
藤
泰
司
、

大
熊
・
柴
本
義
博
、
北
大
熊
・
落

合
洋
次
、
小
沼
・
渡
辺
豊
治
、
篠

井
・
阿
部
茂
、
新
保
・
永
沢
知
之

平
野
地
区
　
西
江
部
・
長
島
克
己
、

東
江
部
・
山
田
徹
二
、
泉
・
岩
﨑

繁
夫
、
岩
船
・
武
田
隆
、
片
塩
・

石
澤
孝
、
七
瀬
・
山
﨑
精
治
、
吉

田
・
原
伸
一
、
長
嶺
・
丸
山
又
男

高
丘
地
区
　
安
源
寺
・
原
富
雄
、

草
間
・
宮
澤
昇
一
、
日
和
・
中
野

圏
造
、
立
ケ
花
・
永
井
竹
次
、
牛

出
・
髙
山
儀
廣
、
栗
林
・
小
林
澄

男
、
大
俣
・
馬
場
伊
佐
夫

長
丘
地
区
　
田
麦
・
髙
橋
勲
、
厚

貝
・
吉
家
政
美
、
壁
田
・
青
木
伸

一
、
古
牧
・
髙
山
勝

平
岡
地
区
　
竹
原
・
武
田
幸
悦
、

金
井
・
佐
野
茂
、
西
笠
原
・
清
水

栄
基
、
東
笠
原
・
池
田
久
富
、
新

井
・
相
馬
勝
美
、
若
宮
・
丸
山
瑞

穗
、
北
間
長
瀬
・
海
谷
亨
一
、
南

間
長
瀬
・
霜
鳥
征
記
治
、
長
元

坊
・
丸
山
恒
雄

科
野
地
区
　
赤
岩
・
小
林
國
榮
、

深
沢
・
出
川
慎
一
、
越
・
池
田
正

文倭
地
区
　
岩
井
・
山
田
行
雄
、
岩

井
東
・
和
田
英
俊
、
田
上
・
市
川

清
一
、
柳
沢
・
畦
上
喜
平
、
中
小

屋
・
山
岸
修
、
牧
ノ
入
・
稲
葉
武

治豊
津
地
区
　
替
佐
・
清
野
秀
昭
、

笠
倉
・
大
澤
勝
明
、
硲
・
三
井
茂

靖
、
奥
手
山
・
祢
津
豊
、
美
沢
・

髙
野
肇

上
今
井
地
区
　
上
今
井
・
神
田
融

二永
田
地
区
　
穴
田
・
割
田
恒
夫
、

毛
野
川
・
長
澤
良
一
、
南
永
江
・

坂
本
文
弘
、
北
永
江
・
山
川
雄
夫
、

梨
久
保
・
松
野
茂
和
、
涌
井
・
大

内
永
雄
、
親
川
・
黒
岩
守
人
、
三

俣
・
市
川
今
朝
男
、
赤
坂
・
田
中

富
士
男
、
豊
田
深
沢
・
荒
井
一
正

　
二
月
二
十
日
㈮
、
平
成
二
十
一

年
度
中
野
市
区
長
会
定
期
総
会
を
、

県
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
し
、
各
役
員
が
次
の

と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
　
長
島
克
己

副
会
長
　
豊
田
敏
夫
、
齊
藤
泰
司
、

髙
山
勝
、
神
田
融
二

理
事
　
田
川
耕
介
、
小
林
澄
男
、

丸
山
瑞
穗
、
池
田
正
文
、
山
田
行

雄
、
清
野
秀
昭
、
坂
本
文
弘
（
敬

称
略
）

平
成
21
年
度
の
区
長
さ
ん
を

                  

　   

ご
紹
介
し
ま
す

市
区
長
会
の
役
員
が

　
　
　
決
定
し
ま
し
た

　
北
信
地
域
に
お
け
る
県
現
地
機

関
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
一
年
四

月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
組
織
が

再
編
さ
れ
ま
す
。

○
北
信
建
設
事
務
所
を
新
設
し
ま

す
。
（
北
信
合
同
庁
舎
内
）

・
中
野
建
設
事
務
所
と
飯
山
建
設

事
務
所
を
統
合
し
て
、
北
信
建

設
事
務
所
を
北
信
合
同
庁
舎
内

に
新
設
し
ま
す
。

・
北
信
建
設
事
務
所
の
事
務
所
と

し
て
中
野
事
務
所
（
中
野
庁

舎
）
、
飯
山
事
務
所
（
飯
山
庁

舎
）
を
設
置
し
、
引
き
続
き
道

路
の
維
持
管
理
業
務
等
を
行
い

ま
す
。

○
北
信
保
健
福
祉
事
務
所
を
新
設

し
ま
す
。
（
飯
山
庁
舎
内
）

・
保
健
と
福
祉
を
所
管
す
る
北
信

保
健
福
祉
事
務
所
を
飯
山
庁
舎

内
に
新
設
し
ま
す
。

北
信
地
域
の
県
現
地
機
関
が
変
わ
り
ま
す

　
　
こ
れ
に
伴
い
、
北
信
保
健
所

は
引
き
続
き
飯
山
庁
舎
内
に
置

か
れ
、
北
信
福
祉
事
務
所
は
飯

山
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。

○
北
信
保
健
所
中
野
支
所
を
廃
止

し
て
北
信
保
健
所
（
本
所
）
に

統
合
し
ま
す
。

○
北
信
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

飯
山
支
所
を
廃
止
し
、
北
信
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
本

所
：
北
信
合
同
庁
舎
内
）
へ
統

合
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
信
地
方
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
各
現
地
機
関
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w.pref.nagano.jp/

xtihou/hokusin/

問
い
合
わ
せ
先

北
信
地
方
事
務
所
地
域
政
策
課

☎
�
０
２
０
０

北
信
保
健
所
総
務
課

☎
０
２
６
９
�
３
１
０
５

中
野
建
設
事
務
所
総
務
課

☎
�
３
１
３
８

飯
山
建
設
事
務
所
総
務
課

☎
０
２
６
９
�
４
７
１
３

北
信
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
�
０
２
２
１

▲北信合同庁舎



な
が
り
、
ク
レ
ー
ム
も
チ
ャ
ン

ス
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
る
こ

と
で
、
い
つ
も
明
る
く
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
る
お
店
づ
く
り
や

接
客
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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一
時
的
保
育
に
つ
い
て

◎
ど
ん
な
制
度
な
の
？

　
普
段
は
ご
家
庭
で
お
子
さ
ん

を
保
育
し
て
い
る
方
が
、
都
合

に
よ
り
、
臨
時
ま
た
は
緊
急
に

（
一
時
的
に
）
お
子
さ
ん
を
預

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

◎
ど
こ
で
や
っ
て
い
る
の
？

　
公
立
の
松
川
・
平
岡
・
た
か

や
し
ろ
・
豊
井
の
四
園
（
三
月

ま
で
は
永
田
保
育
園
で
実
施

し
、
四
月
か
ら
豊
井
保
育
園
に

変
更
）
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
ど
の
よ
う
な
場
合
に
利
用
で

き
る
の
？

　
臨
時
的
な
理
由
（
就
労
、
傷

病
な
ど
）
や
緊
急
的
な
理
由

（
冠
婚
葬
祭
、
事
故
、
災
害
な

ど
）
の
ほ
か
、
一
時
的
な
育
児

負
担
解
消
（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
）

の
た
め
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
一
カ
月
の
う
ち
利
用
で

き
る
日
数
に
つ
い
て
は
、
利
用

す
る
理
由
に
よ
り
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

◎
申
込
方
法
は
？

　
市
役
所
保
育
課
へ
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
い
つ
ま
で
に
申
し
込
む
の
？

　
受
け
付
け
は
一
カ
月
前
か
ら

と
な
り
ま
す
が
、
遅
く
と
も
利

用
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
切
な

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
準

備
の
た
め
で
す
。

※
原
則
と
し
て
利
用
す
る
お
子

さ
ん
の
住
所
が
中
野
市
に
あ

る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

◎
利
用
時
間
、
料
金
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
？

　
利
用
で
き
る
時
間
、
料
金
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。

農
産
物
直
売
所
・
観
光
農
園
な

ど
を
対
象
に
運
営
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
！

　
二
月
二
十
三
日
、
ア
ッ
プ
ル

シ
テ
ィ
ー
な
か
の
内
、
信
州
・

い
き
い
き
館
に
お
い
て
、
市
内

の
農
産
物
直
売
所
、
観
光
農

園
、
加
工
施
設
な
ど
を
対
象
と

し
た
運
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
講
師
に
、
社
会
教
育
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
杉
本
文
江
先
生
を
お

迎
え
し
て
、
「
お
客
様
が
ま
た
来

た
く
な
る
！
接
客
マ
ナ
ー
講
座
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
に
喜
ば

れ
る
お
店
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠

な
接
客
マ
ナ
ー
の
基
本
と
な
る
、

あ
い
さ
つ
や
身
だ
し
な
み
に
関
す

る
お
話
や
、
表
情
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
立
ち
姿
勢
、
お
辞
儀
、
発
声

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
も
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
約
五
十
人
の
皆
さ

ん
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て

接
客
マ
ナ
ー
の
知
識
が
自
信
に
つ
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児
童
手
当

　
小
学
六
年
生
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
は
、
児
童
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
以
前
と
状
況

が
変
わ
ら
れ
た
方
で
ま
だ
申
請
手

続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
児

童
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を

　
　
　
　
　

受
給
し
て
い
な
い
方

　
前
年
度
、
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
が
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

も
、
家
族
の
状
況
、
所
得
お
よ
び

控
除
の
内
容
が
昨
年
と
変
わ
っ
た

場
合
に
は
、
児
童
手
当
が
受
給
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
手
当

①
児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
十
八
歳

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母

親
や
、
児
童
と
同
居
し
養
育
し
て

い
る
方
に
対
し
て
、
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
、
満
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
監

護
す
る
父
親
も
し
く
は
母
親
の
ど

ち
ら
か
で
所
得
額
が
高
い
方
、
ま

た
は
養
育
者
に
対
し
て
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

　平成21年度の国民健康保険税は、4月より各偶
数月に年金からお支払いいただくようになります。
　4月～8月までの支払額は、平成21年2月にお
支払いいただいた金額と同額です。支払金額につ
いては、昨年7月下旬にお送りしました「国民健
康保険税 特別徴収開始通知書」をご覧ください。
　なお、10月からのお支払いについては、7月下
旬頃に通知する予定です。

４月 ６月 ８月 1０月 12月 ２月
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

国民健康保険税の年金からの支払期

　現在、長寿医療（後期高齢者医療）保険料が年
金から天引きとなっている方は、平成21年度の保
険料についても、継続して年金からお支払いいた
だくようになります。次の2点にご注意ください。
⑴平成21年度4月から8月まで、長野県後期高齢
者医療広域連合が決定した保険料に基づき、仮
徴収を実施します。
⑵保険料（月額）は、今年2月の保険料と同額です。
※保険料額については、昨年の7月下旬にお送り
しました「後期高齢者医療保険料額決定通知書 
兼 特別徴収開始通知書」をご覧ください。な
お、平成21年10月以降の年金からのお支払いに
ついては、7月下旬頃に通知する予定です。

年金からお支払いされている皆様へ
長寿医療（後期高齢者）保険料・国民健康保険税を

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
育
課
保
育
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

　
な
お
、
利
用
料
と
は
別
に
、

昼
食
代
・
お
や
つ
代
が
そ
れ
ぞ

れ
百
円
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

行
事
な
ど
の
都
合
や
定
員
の
関

係
で
お
預
か
り
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

区分 ３歳未満 ３歳以上
通常時間

（８時間以内） 2，2００ 円 1，2００ 円

通常時間
（４時間以内） 1，1００ 円 ６００ 円

延長時間 ４００ 円 2００ 円

※平日（月曜日～金曜日）のみ

※通常時間は午前８時3０分～午後

４時3０分、延長時間は午後４時

3０分～６時

　春夏においしい農産物（アスパラガス・サクラン
ボ・ハウス巨峰など）や加工品（地酒・ワイン・味
噌・しょうゆなど）はもちろん、市内でお楽しみい
ただけるサクランボ狩りや温泉入浴券、そば打ち体
験などを取り揃えた、信州中野「まごころのカー
ド」を発行しました。
　このカードは、期間を定めてお好きな商品と引き
換えることができる定額のギフトカードです。
　お誕生日やご結婚のお祝い、そしてご退職記念や
ご入学祝いなどにもオススメです。贈る人と贈られ
る人の心の絆を結ぶ贈り物にぜひご利用ください。
カードの金額　　　３，１５０円（税込）
カードの有効期間　8月３1日㈪まで
カードの取り扱い　㈶中野市産業公社

問い合わせ先
市役所売れる農業推進室推進係
☎（22）2１１１（内線３8１）
㈶中野市産業公社
☎（22）2１１１（内線2９９）

うれしい春のお祝い返しは

信州中野「まごころのカード」

▲今回発行する「まごころのカード」（見本）

▲

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書 

兼 

特
別
徴
収
開
始

通
知
書

▼国民健康保険税特別徴収開始通知書
こ
ち
ら   

を
ご
覧
く
だ
さ
い

児
童
に
関
す
る

手
当
制
度
の
ご
案
内

～
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は　

申
請
が
必
要
で
す
～

長寿医療（後期高齢者）保険料 国民健康保険税

問市役所福祉課国保医療係☎（22）2111（内線29６） 問市役所税務課課税係☎（22）2111（内線225・229）
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◦編集◦
中野市教育委員会

子どもが育っていく環境の一つ「学校」を考える
～平成２０年度のまとめ～
本年度の上記テーマへの取り組みをふり返って、浮かびあがってきた学校環境に対する課題に
ついて取り上げてみます。

学
校
環
境
を

見
つ
め
て
き
た
視
点

　
平
成
二
十
年
度
は
、
「
子
ど
も

が
育
っ
て
い
く
環
境
の
一
つ｢

学

校｣

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

次
の
四
つ
の
視
点
を
取
り
上
げ
て

考
え
て
き
ま
し
た
。

①
義
務
教
育
を
支
え
て
い
る
し
く

み
と
営
み

②
学
校
教
育
の
移
り
変
わ
り

③
社
会
の
変
化
と
学
校
環
境
づ
く

り
④
学
校
規
模
と
教
育
活
動

地
域
住
民
の
精
神
性
に
深

く
か
か
わ
っ
て
存
在
し
て

き
た
地
域
の
小
中
学
校

　
日
本
の
国
の
公
教
育
が
始
ま
っ

て
か
ら
百
三
十
六
年
に
な
り
ま

す
。
学
校
は
、
子
ど
も
の
通
学
の

利
便
を
考
え
て
適
し
た
場
所
に
設

置
さ
れ
、
地
域
に
す
っ
か
り
と
け

こ
ん
だ
、
学
び
の
場
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
歴
史
的
に
み
る
と
学
校
は
、
町

村
制
の
施
行
、
合
併
に
よ
る
行
政

区
画
の
変
更
、
教
育
関
係
法
令
の

改
正
、
地
域
社
会
の
生
活
構
造
の

変
化
な
ど
に
対
応
し
て
、
よ
り
良

い
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
く
と
い

う
、
そ
の
時
々
の
課
題
を
把
握
し

な
が
ら
各
種
の
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
学

校
の
新
設
、
改
築
で
あ
っ
た
り
、

通
学
区
の
見
直
し
、
統
廃
合
で

あ
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　
学
校
は
、
地
域
の
未
来
を
託
す

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
時
々
の
最
高
の

教
育
環
境
づ
く
り
を
願
い
、
行
政

機
関
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な

り
、
総
力
を
あ
げ
て
課
題
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
過
程
で
は
利
害
の
衝
突
も

あ
り
ま
し
た
が
、
智
恵
を
だ
し
あ

い
、
論
議
を
つ
く
し
て
前
進
し
て

き
ま
し
た
。

　
地
域
の
学
校
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
通
学
、
学
習
、
学
校
行

事
な
ど
の
活
動
に
日
常
的
に
接

し
、
地
域
住
民
の
生
き
が
い
を
つ

く
り
、
地
域
の
活
性
化
が
は
か
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら
、
地
域
の
学
校
は
、

子
ど
も
た
ち
が
学
習
す
る
教
育
施

設
で
あ
り
、
ま
た
、
自
分
の
子
ど

も
が
通
学
し
な
く
な
れ
ば
疎
遠
に

な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
地

域
住
民
の
精
神
性
に
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。

少
子
化
時
代
を
迎
え
て
の

学
校
課
題

　
既
刊
の
教
育
委
員
会
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
児
童
生

徒
数
は
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
お

り
、
少
子
化
時
代
を
迎
え
て
い
る

こ
と
を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
近
い
将
来
に
一

学
年
十
名
以
下
の
単
級
で
あ
っ
た

り
、
全
校
百
名
以
下
の
学
校
が
複

数
校
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　
学
校
の
施
設
、
設
備
、
教
具
が

い
か
に
充
実
し
て
い
て
も
、
人
数

が
少
な
す
ぎ
た
り
、
多
す
ぎ
た
り

す
る
と
学
習
活
動
に
マ
イ
ナ
ス
の

作
用
が
は
た
ら
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
十
二
月
・
一

月
号
に
掲
載
し
た
校
長
職
・
教
頭

職
の
み
な
さ
ん
の
こ
と
ば
を
再
読

し
て
み
る
と
想
像
が
つ
き
ま
す
。

　
少
子
化
時
代
に
入
っ
て
、
学
校

の
一
定
の
教
育
水
準
を
ど
の
よ
う

に
保
っ
て
い
く
か
が
教
育
課
題
に

な
っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　堆肥「未土利」は、平成１５年度からナピア平岡に併設した堆肥化施設で製造し、昨年４月１日より販売
を開始しています。いろいろな作物への利用方法についての試験をモニター制度により募集し、その声を
「未土利の声」として紹介します。なお、これは、平成１９年度にいただいた利用感想であり、効果を保証
するものではありません。また、モニターの募集は農業集落排水事業地域の方を対象としました。

問い合わせ先　市役所上下水道課下水道係　☎（22）２１１１　内線２８３

14

「
未
土
利
の
声
」
そ
の

　
　
　
大
俣　

匿
名
希
望
さ
ん

「
未
土
利
の
声
」
そ
の

　
　
　
　
　
柳
沢　

上
野
さ
ん 13

販売場所　農業集落排水事業平岡堆肥化施設
　　　　　中野市大字笠原５８０番地
販売日　　土日、祝日、８月１３日～１８日（お盆
　　　　　休業）、１2月2９日～１月３日（年末
　　　　　年始休業）以外の日
販売時間　午前９時３０分～午後４時
堆肥の特徴　粒状（ペレット状）のため、風に
　　　　　　よる飛散が少なく、散布しやすい。

▲
▼

未
土
利

▼販売場所位置図

　
私
は
前
か
ら
、
な
か
の
「
お
す

み
ち
ゃ
ん
」
を
使
っ
て
田
、
畑
、

果
樹
に
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

固
形
の
「
未
土
利
」
の
モ
ニ
タ
ー

に
な
っ
て
か
ら
は
未
土
利
の
方
が

臭
い
が
な
く
、
ま
た
お
す
み
ち
ゃ

ん
の
様
に
粉
ほ
こ
り
も
立
た
な
い

の
で
具
合
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
冬
雪
の
上
よ
り
消
雪
目
的

と
共
に
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
に

は
、
お
す
み
ち
ゃ
ん
の
方
が
良
い

で
す
。

　
お
す
み
ち
ゃ
ん
、
未
土
利
の
両

方
を
使
い
分
け
、
人
様
よ
り
良
品

質
の
作
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。

 

私
の
「
未
土
利
」
利
用
方
法

・
葉
物
類
は
多
少
多
め
に
使
っ
て

よ
い
。
豆
類
、
大
根
は
少
な
め

に
。

・
果
樹
（
特
に
リ
ン
ゴ
）
は
、
各

年
に
施
肥
す
る
の
が
良
か
っ

た
。

・
芋
類
は
種
の
下
に
深
く
入
れ
る

と
良
か
っ
た
。

・
田
に
は
一
反
五
畝
で
十
袋

（
十
五
㌕
入
り
）
、
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
肥
料
の
約
倍
使
用
。
良
い

米
が
取
れ
た
。

　
今
年
は
、
五
月
・
六
月
の
強
風

雨
で
作
物
（
桃
）
が
穿
孔
細
菌
病

に
か
か
っ
て
し
ま
い
収
穫
皆
無
で

し
た
。

　
川
中
島
白
桃
は
干
ば
つ
で
、
実

が
大
き
く
な
る
こ
ろ
に
降
雨
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
雨
が
災
い
と
な

り
実
割
れ
が
だ
い
ぶ
出
て
し
ま

い
、
ほ
と
ん
ど
収
穫
が
で
き
な

か
っ
た
年
で
し
た
。
で
す
の
で
今

年
は
効
果
の
程
が
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

▲

販
売
状
況

▲

月
別
販
売
・
頒
布
数
量

※昨年４月の販売開始から１月末まで（１０カ月
間）の販売数量などをグラフ化しました。

「未土利」１袋２５０円（1５kg入り）
　ぜひご利用ください

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 1０月 11月 12月 １月

700

600

500

400

300

200

100

０

平
成
二
十
一
年
度
の
「
教
育

委
員
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て

《
テ
ー
マ
》

学
校
環
境
を
考
え
・
支
え
る

　
二
十
一
年
度
は
、
次
に
掲

げ
る
視
点
で
教
育
委
員
会
だ

よ
り
を
発
行
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
今
年
度
の
テ
ー
マ
、
子
ど

も
が
育
っ
て
い
く
環
境
の

一
つ
「
学
校
」
に
つ
い

て
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
思
い
を
お
聞
き
し

取
り
上
げ
ま
す
。

○
子
ど
も
の
学
習
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
く
た
め
、
改

定
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領

の
主
な
点
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。

○
柳
沢
遺
跡
の
出
土
品
を
は

じ
め
、
た
く
さ
ん
あ
る
中

野
市
の
文
化
財
を
紹
介
を

し
、
学
習
に
役
立
て
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
。

○
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て

い
く
中
、
よ
り
良
い
学
校

環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め

の
方
策
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
様
と
話
し
合
う
機
会

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

○
そ
の
他
、
社
会
教
育
ま
で

含
め
た
教
育
問
題
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。

在 庫 数 量
２，１５５袋

販 売 数 量
２，４４９袋

無料頒布
数量 ７６５ 袋

販
売
数
量

無料頒布数量

新しい堆肥「未
み ど り

土利」を使ってみませんか！
好評販売中！
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介
護
予
防
の

  

情
報
か
わ
ら
版

ほかにも・・・
　高齢者が住み慣れた地域で安
心して暮らせるために
○地域のケアマネージャーが円
滑に仕事できるような支援

○地域の医療機関やさまざまな
職種とのネットワークづくり

　などを行います。

　
　
齢
者
の
皆
さ
ん
に
関
す
る
さ

　
　
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
特
に
、
認

知
症
に
関
す
る
相
談
件
数
が
増
え

て
き
て
お
り
、
多
く
の
介
護
者
や

ご
家
族
は
、
認
知
症
の
方
へ
の
対

応
に
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
た
し
か
に
「
認
知
症
を
理
解
す

る
」
こ
と
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
認

知
症
の
症
状
を
知
る
こ
と
で
、
認

知
症
の
方
の
言
動
の
裏
側
に
あ
る

思
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
本
人
に
寄
り
添
っ

て
ゆ
と
り
の
あ
る
関
わ
り
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本

人
の
不
安
を
緩
和
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　
　
市
民
の
皆
さ
ん
が
認
知
症
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
機
会
と

し
て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
「
認

知
症
を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
北
信
総
合

病
院
神
経
内
科
医
長
の
山
嵜
正
志

先
生
を
お
迎
え
し
て
、
「
認
知
症

を
知
ろ
う
～
早
め
の
気
付
き
と
対

応
の
大
切
さ
～
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『認知症になっても

をつくるために
安 心して暮らせるまち』

▲山嵜先生による講演の様子

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

で
は

高

早
期
発
見
・
診
断
・

　
　
　
　
　

治
療
が
大
切

地

　
講
演
で
は
、
最
近
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
治

療
薬
が
登
場
し
た
こ
と
や
、
物
忘

れ
外
来
の
紹
介
と
受
診
方
法
な

ど
、
認
知
症
に
つ
い
て
、
医
療
の

面
か
ら
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
に
よ
る
寸
劇
も
行
い
、

劇
を
通
し
て
認
知
症
の
方
へ
の
接

し
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

▲認知症への対応方法を職員の寸劇でご紹介

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

○
先
生
の
講
演
は
普
段
聴
け
な
い

医
学
的
な
部
分
が
聴
け
て
参
考

に
な
っ
た

○
劇
は
対
応
方
法
が
と
て
も
わ
か

り
や
す
か
っ
た

○
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
会
を

も
っ
と
多
く
持
っ
て
ほ
し
い

な
ど
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
後
も
「
認
知
症
を
考
え
る
会
」

　
　
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、

「
も
っ
と
た
く
さ
ん
認
知
症
に
つ

い
て
学
び
た
い
」
と
い
う
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
に
お
答
え
す
る
と
と

も
に
、
各
地
域
で
学
習
会
な
ど
を

開
催
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層

の
方
に
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り

た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
個
人
・

グ
ル
ー
プ
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今

こんにちは
です中野市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

　　高齢者の皆さんの
　　　　　　　　権利を守ります
○独り暮らしでお金の管理や契約ができなく
なった
○近所の高齢者が家族から暴力を受けている
○自分の年金を家族が相談なく使ってしまう
○必要のない高額なものを買わされた
…などから高齢者を守る権利擁護事業の拠点
として、成年後見制度の活用促進や虐待の
早期発見・防止に努めます。

   皆さんの介護予防を
　　　　　　　お手伝いします
○いつまでも元気でいたい
○体が弱ってきて、やりたいことができ
ない
○寝たきりの不安がある
○家族に介護が必要になった
…など支援や介護が必要となるおそれが
ある方は、市が行う介護予防事業を利
用できます。

介護保険認定申請やサービス
利用のお手伝いをします

　要支援１・２と認定された方は、
介護保険の介護予防サービスを利用
できます。

何でもご相談ください
○認知症の親の徘徊で悩んでいる
○病院から退院後の生活が不安
○病院受診させたいが拒否される
○介護に疲れてしまった
○近所の高齢者が独り暮らしをしてい
るが生活が心配

○デイサービスやヘルパーなどサービ
ス事業者に不満があるが言えない

　･･など

１人で悩んでいませんか？
65歳以上の皆さんのさまざまなご相談をお受けします。
ご本人、ご家族、地域の方どなたでもお気軽にご相談ください。



国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

前
納
割
引
が
お
得
で
す

第
１
号
被
保
険
者
の

独
自
給
付

遺
族
基
礎
年
金
は
、

　

ど
ん
な
と
き
に

　

受
け
ら
れ
ま
す
か
？
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　国民年金は、国が運営する公的年金です。２０歳から６０歳までのすべての方が公
的年金に加入します。終身年金なので、受給開始から生涯にわたり老齢基礎年金
を受け取ることができるほか、けがや病気、万が一のときも障害基礎年金、遺族
基礎年金が受け取れます。
　保険料を納付して、年金を受け取ることは、義務であり権利です。

国民年金特集
～３つの基礎年金があります～

2009

老
齢
基
礎
年
金
は
、

　

何
歳
か
ら
、
い
く
ら

　

受
け
取
れ
ま
す
か
？

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期
間

を
含
む
）
と
保
険
料
免
除
期
間
な

ど
を
合
算
し
た
期
間
が
、
原
則
と

し
て
25
年
以
上
必
要
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

（
加
入
可
能
年
数
40
年
）
の
保
険

料
を
す
べ
て
納
め
る
と
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
ま

す
。
（
下
表
参
照
）

※
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
任
意
加
入
（
第
２
号
被
保

険
者
を
除
く
）
を
し
て
、
満
額

の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年
齢

◆
繰
上
げ
受
給

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
で
も
繰
り
上
げ
て
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
請
求
し
た
時
点
に
応

じ
て
年
金
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
減

額
率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
繰
下
げ
受
給

　
希
望
す
れ
ば
66
歳
以
降
、
繰
り

下
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
請
求
し
た
時
点
に
応
じ

て
年
金
が
増
額
さ
れ
、
そ
の
増
額

率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

老齢基礎年金の年金額（満額）＝年間 792,100 円（月額 66,008 円）

※基礎年金の国庫負担割合が３分の１から２分の１へ引き上げられた場合、
免除期間分の年金額への反映割合が見直しされます。

792,100 円 ×
（平成 21 年度） 40 年（加入可能年数）× 12 月

保険料
納付済月数

全額免除
月数× 2/6

４分の１納付
月数×3/6

半額納付
月数× 4/6

４分の３納付
月数×5/6＋ ＋ ＋ ＋

（計算式）

障
害
基
礎
年
金
は
、

　

ど
ん
な
と
き
に

　

受
け
ら
れ
ま
す
か
？

条
件
そ
の
１
（
初
診
日
）

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
次
の
条
件

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
20
歳
前
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
期
間
中
、
ま
た
は
被
保
険
者
の

資
格
を
失
っ
た
後
で
も
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
ん
で

い
る
間
に
、
障
害
の
原
因
と
な
る

病
気
や
け
が
の
初
診
日
が
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
受
給
の
方
は
除
き
ま
す
。

条
件
そ
の
２
（
障
害
の
程
度
）

　
障
害
の
程
度
が
、
20
歳
に
達
し

た
と
き
、
ま
た
は
障
害
認
定
日
に

お
い
て
、
国
民
年
金
の
障
害
等
級

１
級
ま
た
は
２
級
の
い
ず
れ
か
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

条
件
そ
の
３
（
保
険
料
納
付
）

　
次
の
保
険
料
納
付
要
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料

免
除
期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が

３
分
の
２
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
初
診
日
が
平
成
28
年
４
月
１
日

　
前
に
あ
る
と
き
は
、
初
診
日
の

　
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
直

　
近
の
１
年
間
に
、
保
険
料
の
未

　
納
期
間
が
な
い
こ
と
。

※
初
診
日
が
20
歳
前
に
あ
る
と
き

　
は
、保
険
料
納
付
要
件
は
不
要
。

　
傷
病
（
障
害
の
原
因
と
な
っ
た

病
気
や
け
が
）
に
つ
い
て
、
初
め

て
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
療

を
受
け
た
日
を
い
い
ま
す
。

※
同
一
傷
病
で
転
医
が
あ
っ
た
場

　
合
は
、
一
番
初
め
に
診
療
を
受

　
け
た
日
が
初
診
日
。

障害基礎年金の年金額

※18歳到達年度の末日までの間にある子（また
　は１級・２級の障害の状態にある20歳未満）
　がある場合、加算されます。

１級障害　990,100 円＋子の加算額
（平成 21 年度）

２級障害　792,100 円＋子の加算額

子２人まで……（子１人につき）227,900 円
子３人目から…（子１人につき）　75,900 円

　
障
害
の
程
度
を
定
め
る
日
の
こ

と
で
、
そ
の
障
害
の
原
因
と
な
っ

た
傷
病
に
つ
い
て
の
初
診
日
か
ら

起
算
し
て
１
年
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
、
ま
た
は
１
年
６
カ
月
以
内

に
そ
の
傷
病
が
治
っ
た
場
合
（
症

状
が
固
定
し
た
場
合
）
は
そ
の
日

を
い
い
ま
す
。

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合

に
、
死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る

妻
」
ま
た
は
「
子
」
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金
支
給
の
要
件

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る

　
間
に
死
亡
し
た
と
き
。

②
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

て
い
た
方
が
死
亡
し
た
と
き
。

③
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が

　
死
亡
し
た
と
き
。

④
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

　
間
を
満
た
し
て
い
る
方
が
死
亡

　
し
た
と
き
。

保
険
料
の
納
付
要
件

　
前
記
①
ま
た
は
②
の
場
合
は
、

死
亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
被
保
険
者
期
間
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
被
保
険
者
期
間
の
う

ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険

料
免
除
期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が

３
分
の
２
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
な
お
、
死
亡
日
が
平
成
28
年
３

月
末
日
ま
で
の
と
き
は
、
死
亡
し

た
方
が
65
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
死

亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
直
近
１
年
間
に
、
保
険
料
の
未

納
期
間
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
「
子
」
と
は
？

　
18
歳
に
到
達
す
る
年
度
末
ま
で

の
子
、
１
級
ま
た
は
２
級
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
子
が

対
象
で
す
。
死
亡
し
た
当
時
、
胎

児
で
あ
っ
た
子
も
出
生
以
後
に
対

象
と
な
り
ま
す
。

生
計
維
持
と
は
？

　
「
死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
方
」
と
は
、

死
亡
当
時
、
死
亡
し
た
方
と
生
計

を
同
一
に
し
て
い
た
方
で
、
年
収

８
５
０
万
円
の
収
入
を
将
来
に
わ

た
っ
て
得
ら
れ
な
い
方
で
す
。

遺族基礎年金の年金額

子のある妻に支給されるときは、
（平成 21年度）

　　792,100 円＋子の加算額

子２人まで……（子１人につき）227,900 円
子３人目から…（子１人につき）　75,900 円

子に支給されるときは、
　　792,100 円＋２人目以降の子の加算額
　　（子の数で割った額が１人あたりの額）

　
国
民
年
金
の
独
自
給
付
と
し
て

「
寡
婦
年
金
」
、
「
死
亡
一
時

金
」
お
よ
び
「
付
加
年
金
」
が
あ

り
ま
す
。

寡
婦
年
金
と
は
？

　
第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入

被
保
険
者
を
含
む
）
と
し
て
の
保

険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除

期
間
を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ
る

夫
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
夫
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
、
か
つ
夫

と
の
婚
姻
関
係
（
事
実
婚
を
含

む
）
が
10
年
以
上
継
続
し
て
い
る

妻
に
対
し
て
、
60
歳
か
ら
65
歳
ま

で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
に
つ
い
て
、
老
齢
基
礎
年

金
の
計
算
方
法
に
よ
り
計
算
し
た

額
の
４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

※
夫
が
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基

　
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
た
場
合

　
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金
と
は
？

　
死
亡
一
時
金
は
、
第
１
号
被
保

険
者
と
し
て
保
険
料
納
付
済
期
間

が
３
年
以
上
あ
る
方
が
死
亡
し
た

と
き
に
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
遺
族
の
範
囲
は
、
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

の
順
番
で
、
死
亡
し
た
と
き
に
生

計
を
同
一
に
し
て
い
た
方
で
す
。

※
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両

　
方
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
ど
ち

　
ら
か
一
方
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
支
払

い
方
法
に
よ
っ
て
お
得
な
割
引
料

金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
口
座
を
お
持
ち

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
社

会
保
険
事
務
所
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

初
診
日
と
は
？

障
害
認
定
日
と
は
？

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分
現金支払（前納）
【割引額】

８７，２５０円
７１０円お得

１７２，８００円
３，１２０円お得

口座振替（前納）
【割引額】

１４，６１０円
５０円お得

８６，９６０円
１，０００円お得

１７２，２３０円
３，６９０円お得

現金支払（月々） １４，６６０円 ８７，９６０円 １７５，９２０円

国民年金の保険料（平成21年度）

　
定
額
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０

円
の
保
険
料
（
付
加
保
険
料
）
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
の

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
納
付
が
必
要
で
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
納
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
と
は
？
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○現金支払いの場合は、１カ月早く納付していただいても割引はありません。
○既に口座振替で１年前納または６カ月前納されている方は、早割に変更すると割引額の合計額が少なく

なりますので、ご注意ください。
○早割制度は、平成17年４月から開始された制度です。従来から口座振替で毎月納付いただいている方も

早割に変更するためには、あらためて申し込みが必要です。
○口座振替が開始されるまで、２カ月程度かかりますのであらかじめご了承ください。 

　口座振替のお申し込みには、基礎年金番号の記入が必要ですので、年金手帳や納付書で基礎年金番号を
ご確認ください。また、金融機関届出印の押印が必要となります。申込用紙は、金融機関、社会保険事務
所の窓口に備え付けています。 
　申込用紙にご記入の際は、届出印と口座氏名のご確認をお願いします。 

＜追納のおすすめ＞
　国民年金には追納という制度があり、10年以内なら免除を受けた期間の保険料を納めることができ
ます。追納されることにより、老齢基礎年金の年金額に算入されます。
　また、免除が承認された期間の翌年度から起算して３年度目以降は、当時の保険料に加算金がつき
ますので、お早めに追納されることをおすすめします。

問い合わせ先
市役所市民課国民年金係　☎（22）２１１１（内線２３７）
豊田支所地域振興課市民生活係　☎（38）３１１１（内線１３１）
「ねんきんダイヤル」　☎０５７０（0５）１１６５（※平日、午前８時30分～午後５時1５分）
長野北社会保険事務所　☎０２６（2４４）４１００

① 保険料の一部納付と同じ
免除期間の年金額の計算は、保険料が
納付された場合と比較して３分の１と
なります。

② 万一の際にも確かな保証
病気や事故で障害が残ったときの障害
年金や、一家の働き手が亡くなったと
きの遺族年金など、免除承認期間につ
いては支給対象の期間とされます。

③ 本人所得を除外して審査
特例免除とは、通常であれば審査の対
象となる「本人所得」を除外して審査
を行い、保険料の納付が免除されるも
のです。（※）

ご存知ですか？

国民年金保険料は

退職（失業）による があります特例免除

※配偶者、世帯主に一定以上の所得が
あるときは、保険料免除が認められ
ない場合があります。

＜対象となる条件＞

①申請する年度または前年度に
おいて、退職（失業）の事実
がある場合

②配偶者・世帯主が退職された
場合

＜手続きに必要なもの＞

①年金手帳または基礎年金番号がわかる物
（納付書など）
②認め印（本人が署名する場合は不要）
③失業を確認できる公的機関の証明の写し
（雇用保険受給資格者証、離職票など）

平成21年度国民年金保険料　月額１４，６６０円

・毎月の割引額は、年率４％で複利（１カ月間）計算した額です。
年平均では、約0.3４％の割引となります。

・月々の保険料を口座振替の早割（当月保険料を当月末の引き落
とし）で納付すると、年間600円（月額５0円）の割引となります。

毎月納付でも

口座振替（早割）なら　年間６００円のおトク

　※「早割」＝納付期限より１カ月早い口座振替

口座振替のお申し込みは

口座をお持ちの
金 融 機 関 ・ 郵 便 局

または

にて
社 会 保 険 事 務 所

随時受付中
※口座振替が開始されるまで、

２カ月程度かかりますので、
あらかじめご了承ください。特例免除のメリット

こんなにある！

口座振替のお申し込み手続きについて

翌月末引き落とし

２カ月分引き落とし

翌月末引き落とし

当月末引き落とし

翌月末引き落とし

当月末引き落とし

口座振替で毎月納付すると

４月分　保険料
１４，６６０円

６月分　保険料
１４，６６０円

口座振替を早割にすると　５０円×１２カ月＝６００円割引！

４月分　保険料
１４，６６０円

５月分（早割）
１４，６１０円

６月分（早割）
１４，６１０円

７月分（早割）
１４，６１０円

５月分　保険料
１４，６６０円

７月分　保険料
１４，６６０円

国民年金の保険料は、
お支払い方法によって
おトクな割引料金が設定されています
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中野市農業経営技術奨励賞表彰式
▼市長から受賞者一人ひとりに表彰状と記念品を贈呈

　２月27日、アップルシティなかのにおいて、中野市農
業経営技術奨励賞表彰式を実施しました。市農業経営技
術奨励賞は中野市の農業振興を図るため、農業経営の内
容が特に優れ、地域農業の模範になったもの、農業振興
のために特に奨励に値する研究などを行った若手農業者
の功績を表彰するものです。今年度は果樹部門におい
て、上今井の神田茂貞さん、竹原の武田茂蔵さん、岩船
の町田仁さんの計３名がそれぞれ受賞されました。

高野辰之忌

▲小野智恵子さんの読み聞かせに聴き入る皆さん
　２月15日、高野辰之記念館において、「高野辰之忌」
を開催しました。当日は、生家の高野良之さんから辰之
博士にまつわるお話をしていただいた後、献花と黙とう
を行いました。記念公演では、辰之博士作の絵本「うり
ひめ」の読み聞かせ、博士がアメリカとの人形交流にお
いて作詞した「アメリカ行の人形を送る歌」の演奏のほ
か「春が来た」「故郷」の合唱も行い、参加した約70
人の皆さんで辰之博士の功績をたたえ、しのびました。

ふるさと冒険クラブ雪上運動会

▲雪の中を思い切り走り回る子どもたち
　２月22日、斑尾豊田スキー場において、ふるさと冒険
クラブ実行委員会主催による「雪上運動会」が開催され
ました。これは、子どもたちが恵まれた自然の中で遊び
を体験することで、豊かな心と体をつくることを目的と
したもので、当日は晴天のもと約６０人の子どもと保護者
が参加し、そりレース、メドレーリレーなどが行われま
した。このほか、空き缶を利用した寒

かんかん

寒アイス作りも行
われ、参加者たちは楽しみながら交流を深めていました。

生涯学習市民のつどい

▲練習の成果を発揮する中野西高校ダンス部の皆さん
　２月８日、市民会館ホールにおいて、生涯学習市民の
つどい＆ボランティア・地域活動の輪を広げるつどいを
開催しました。第１部「マナビィステージ」では、中野
立志館高校吹奏楽部、高校生ボランティアグループ「が
ばしょ」、中野西高校ダンス部がそれぞれ活動発表を行
い、第２部「記念講演」では、フォークシンガーで白鴎
大学教授の山本コウタローさんが「ぼくのピースメッ
セージ」と題して、会場の皆さんと名曲を合唱しました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

食農フォーラム
　２月 11 日、アップルシティーなかので、売れる農
業推進事業の一環として、地産地消の推進と食と健康
を考える「食農フォーラム」を開催し、約 ３００ 人の皆
さんが参加しました。落語家の林家うん平さんによる
落語や、横山タカ子さんによる料理の実演、「きのこ・
フルーツ料理コンクール」入選作品などの試食会や特
産品の販売などが行われました。参加した皆さんには
「笑い」と「地元産農産物」を思う存分たん能してい
ただきました。　（写真：信州きのこマイスターの紹介）

表紙の説明

信濃グランセローズキャンプイン

▼２００９シーズンがいよいよスタート。今年こそ優勝を！
　３月１日、市営野球場において信濃グランセローズが
同月2６日まで続くキャンプをスタートしました。
　当日はまず、監督・コーチ・選手・球団関係者が王日
神社でキャンプの安全を祈願。続いて市営野球場におい
てキャンプインセレモニーが行われました。
　また、翌日にはボールパーク・フェスタ実行委員会の
主催による激励会もアップルシティーなかので開催さ
れ、選手らとの交流を深めました。

　３月１日、市街地において、中野ひな市１カ月前プレ
イベントと合同で、長野電鉄沿線の５市町（松代町、須
坂市、小布施町、中野市、山ノ内町）で開催される「ぶ
らり北信濃ひな巡り」のオープニングイベントが行われ
ました。当日は、中野商工会議所から中野陣屋県庁記念
館までのパレードをはじめ、アート土人形絵ロードの完
成披露、人形作家・高橋まゆみ先生の新作発表のほか、
陣屋前広場において福まきなどが行われました。

ぶらり北信濃ひな巡り

▼市街地は大勢の参加者でにぎわいました
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
栽
培
を
中
心

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
北
原
ゆ
う
子
さ

ん
に
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
リ
ン
ゴ
四
十
五
㌃
、
サ
ク
ラ
ン
ボ

二
十
㌃
、
プ
ラ
ム
二
十
㌃
、
ネ
ク
タ

リ
ン
十
㌃
、
水
稲
二
十
三
㌃
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　
リ
ン
ゴ
（
平
成
十
七
年
度
認
定
）
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
（
同
十
八
年
度
認
定
）
、

プ
ラ
ム
（
同
十
九
年
度
認
定
）
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　
七
年
ほ
ど
前
か
ら
、
減
農
薬
、
減
化

学
肥
料
栽
培
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
取
得
し
、
よ

り
い
っ
そ
う
安
全
、
安
心
な
商
品
を
作

り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
土
壌
診
断
に
基
づ
い
た
施
肥
、
牛

糞
、
食
物
の
残
さ
等
を
発
酵
、
熟
成
さ

せ
た
堆
肥
の
使
用
の
ほ
か
、
水
稲
栽
培

で
出
た
ワ
ラ
を
有
機
質
資
材
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　
い
か
に
農
薬
を
減
ら
し
、
病
害
虫
を

防
除
す
る
か
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　
お
客
様
に
さ
ら
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
、
お
い
し
い
く
だ
も
の
な
ど
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　
市
内
に
も
、
都
会
か
ら
多
く
の
人
が

何
度
も
農
業
体
験
に
来
て
も
ら
え
る
宿

泊
施
設
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　
実
際
に
成
っ
て
い
る
も
の
を
も
ぎ

取
っ
て
食
べ
る
こ
と
は
、
楽
し
い
で
す

よ
。
市
内
に
も
、
観
光
農
園
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
客
様
と
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
お
い
し
い
物
を
作
り
た
い
で
す
。

北原　ゆう子　さん
きたはら　ゆうこ（立ヶ花）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ .18

問
題

中
野
市
電
話
●
●
相
談
所

４
月
１
日
ス
タ
ー
ト
に
向

け
て
準
備
中
！

エコファーマー

認定マーク

おらっちエコファーマーのコーナーは今月号を持って終了となります。来月号からは新企画がスタートします。

岩月　光将 さん

中山　愛 さんから紹介された

（公務員・片塩）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.47

　　

永田小学校　６年
小林　健人くん

　
将
来
の
夢
は
、
「
ロ
ボ
ッ
ト

ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
と
い
っ
て
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
る
仕
事
を
す
る
こ

と
で
す
。

　
中
学
校
で
は
ロ
ボ
ッ
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を
作

る
部
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あ
る
ら
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の
で
、

そ
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入
り
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そ
こ

で
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計
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実
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を
し
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ボ
ッ
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。
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く
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、
三
才
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の
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か
ら
車
な
ど
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械
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で
し
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小
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も
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だ
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に
あ
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械
に
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て
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を
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り

か
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に
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し
ま
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親
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も
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で
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ど
ん

ど
ん
進
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し
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す
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ぼ
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は
、
人
間
の
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を
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と
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る
ロ
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を
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み
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で
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ぼ
く
は
、
そ
ん
な
心
が
わ
か

る
ロ
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ッ
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を
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て
多
く

の
人
の
役
に
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で
す
。

　
そ
の
た
め
に
が
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っ
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勉

強
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た
い
で
す
。
　

No.18

ロボットを作りたい

茜
染
め
と
は

　
茜
染
め
は
、
茜
草
の
根
を
用
い
た
染
色

で
、
自
然
な
ぬ
く
も
り
、
優
し
さ
、
深
み

の
あ
る
色
合
い
が
特
徴
で
す
。
茜
を
煮
出

し
た
液
で
染
色
し
乾
燥
さ
せ
て
寝
か
せ
る
、

こ
の
工
程
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
完
成
し

ま
す
。
茜
染
め
は
年
月
を
経
る
ほ
ど
発
色

が
よ
く
な
り
、
味
わ
い
が
出
て
き
ま
す
。

　
か
つ
て
化
学
薬
品
を
使
う
草
木
染
め
が

ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
は
一
貫
し

て
天
然
染
色
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
化

学
を
介
在
さ
せ
た
も
の
は
単
な
る
化
学
製

品
で
あ
り
本
物
を
歪
め
て
し
ま
う
、
こ
れ

が
私
の
最
大
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

　
五
千
年
間
伝
承
さ
れ
て
き
た
技
法
は
貴

重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
そ
れ
が
た
っ
た

数
十
年
間
で
歪
め
ら
れ
た
こ
と
が
非
常
に

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

茜
染
め
の
魅
力
と
は

　
本
物
の
素
材
や
技
術
を
昔
な
が
ら
の
古

法
で
正
し
く
継
承
で
き
る
こ
と
で
す
。
伝

統
は
長
い
歴
史
の
中
で
試
行
錯
誤
と
取
捨

選
択
を
繰
り
返
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
究

極
で
最
高
の
技
な
の
で
す
。
最
近
で
は
、

三
十
～
四
十
代
の
若
い
世
代
に
も
和
の
文

化
を
見
直
す
風
潮
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
以
前
、
新
野
区
の
無
形
民
俗
文
化
財

「
式
三
番
叟
」
で
使
う
衣
装
を
、
筒
描
き

と
い
う
二
～
三
百
年
前
と
同
じ
技
法
で
復

元
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、

本
物
は
プ
ロ
の
技
で
し
か
修
復
で
き
ま
せ

ん
し
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

は
後
世
に
も
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
倭
・
科
野
小
学
校
な
ど

で
染
物
を
教
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
は
、
染
物
を
通
じ
、
感
動
や

伝
統
を
尊
重
す
る
心
、
心
の
つ
な
が
り
な

ど
を
感
じ
て
く
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
文
化
は
埋
も
れ
て
い
る
も
の
を
発
掘
し

継
続
す
る
こ
と
で
す
。
本
当
に
良
い
も
の

は
継
続
す
る
と
歴
史
に
な
り
、
文
化
と
な

る
の
で
す
。
私
は
こ
こ
信
州
中
野
を
発
信

の
場
と
し
て
、
世
界
に
視
点
を
向
け
て
今

後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
十
回　

茜
染
め
染
色
家　

田
中
ゆ
き
ひ
と　

さ
ん

▲「工房 翔天地」を拠点に
夫婦で活動する田中さん

①自己紹介
　両親、妻、子の５人家族です。趣味は野
球をすることです。週２～３回、チームの
練習に参加し、汗を流しています。
②今後チャレンジしたいこと
　小学校の頃から野球を続けていて、現在
も早起き野球のチーム、軟式野球連盟の
チームに所属しており、毎年いくつか大会
に出場しますが、まずは県大会で優勝する
ことが目標です。
③これからのまちづくりに望むこと
　安心して子どもをたくさん産めるような
環境を整備してほしいと思います。
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有料広告欄

音声告知放送について
　音声告知放送は、緊急地震速報などの緊急放
送のほか、一般放送として「定時放送」を毎日、
朝６時50分、夜7時50分から10分程度放送し
ています。定時放送は、市役所からのお知らせ
で、くらしに役立つ情報をお伝えしています。
◆新規加入について
　音声告知放送への新規加入は、随時受け付けを行なっていますので、是
非、加入についてご検討ください。既に６割強の世帯で利用されています。
　音声告知放送端末機は、一般世帯、事業所ともに１台まで、無償貸与い
たします。
　申し込み方法、費用負担（引き込み配線、建物内配線）などは、市役所
政策情報課までお問い合わせください。
◆廃止手続について
　引越しなどで、音声告知放送を廃止したい場合は、市役所政策情報課ま
でご連絡ください。
　端末機の取り外しや引き込み線の撤去費用負担についてお伝えいたしま
す。

◆防災行政無線（外スピーカー）と
　音声告知放送（室内）の放送連動について
　外のスピーカーから流れる防災行政無線の放送が、室内のスピー
カー（音声告知放送端末機）から流れないというお問い合わせが多く
寄せられています。
　防災行政無線は、一部地域を指定して放送する場合と、市内全域一
斉に放送する場合があります。現在の音声告知放送は、防災行政無線
が「市内一斉放送」された場合のみ連動するよう設定されていますの
で、ご了承ください。
　なお、市内一斉放送でない場合でも、時間差で防災行政無線と音声
告知放送で同じ内容の放送をする場合もあります。

※詳しくは、お問い合わせください。
問　政策情報課情報係（内線217）

　消防法の改正に伴い、住宅用火災
警報器の設置が義務化され、既存住
宅は今年６月から義務化されます。
　市では、身体障害１、２級および
重度の知的障害のある方のうち火災
発生の感知および避難が著しく困難
な方のみの世帯等に一世帯２台を限
度とし、火災警報器を給付します。
　利用者負担は、単価（交付上限額
あり）の５％で市民税非課税世帯は
無料です。
　給付を希望される方は、事前に申
請手続が必要となりますので、お問
い合わせ下さい。　
問　福祉課障害福祉係（内線294）

住宅用火災警報器を給付
します

ウィルスに注意！あなたの
パソコンは大丈夫ですか？
　近年、パソコンを悪用することを
目的に作られたボットと呼ばれるウ
イルスがインターネット上にまん延
しています。このボットに感染する
と悪意を持った攻撃者が感染パソコ
ンを遠隔操作し、パソコン内の情報
や入力したID、パスワード、クレ
ジットカード番号等を盗み出し、不
正利用されるなど深刻な被害をもた
らします。
　ボットウイルスに感染しても目
立った症状が出ないため、ほとんど
の方は気付いていません。
　症状に気付く場合でも、パソコン
の動作が遅くなった、パソコンが急
に動作しなくなることがあるなど、
何か変だなと思う程度です。
　このように症状が現れていない方
も、感染している可能性があります
ので、次のサイトで感染していない
ことのチェックと、感染しないため
の対策をしましょう。
■ボットウイルスの駆除・対策手順
　（サイバークリーンセンター）
　http://bot.ccc.go.jp
■感染しないための３ポイント
①Windows Update を行う
②ウイルス対策ソフトを導入する
③ブロードバンドルーターを使って
　インターネットに接続する

中野市災害時支援制度を
ご存知ですか？
　中野市災害時支援制度は、災害が
発生した時、単独での避難が困難な
高齢者や障害者の方を、近所の方や
区・民生委員など地域の方が協力し、
避難できる体制を築くための制度です。
　高齢や障害などのため、災害発生
時に支援を必要とされる方で、まだ
登録されていない方は申請をお願い
します。
　詳しくは、お問い合わせください。
問　福祉課障害福祉係（内線294）
　　健康長寿課長寿支援係（内線243)

なかの ｢おすみちゃん｣ 販売
　「おすみちゃん」に含まれている
炭によって地温の上昇が期待できま
すので、融雪材としても利用いただ
けます。
３月の販売日
11日㈬、15日㈰、25日㈬
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　午前９時～正午
※バラ売り(袋無)：要予約(10日前)
問　上下水道課下水道係（内線283）

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《３月の実施日程》
　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）

■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)

※駆除実施中は、銃器を使用するた
め大変危険ですので、駆除時間に
は対象区域に近づかないようご協
力をお願いします。

問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事
　　務局（市役所農政課内☎（22）
　　２１１１内線251）

実施日 ８日㈰、15日㈰、
22日㈰、29日㈰

対象区域 中野地域（農地周辺）
※豊田地域は別途実施

駆除時間 日の出からおおむね
２時間

実施日 11日㈬、25日㈬

対象区域 栗和田から桜沢にかけ
た山際

駆除時間 午後１時30分から
おおむね２時間

実施日 ８日㈰、15日㈰、
22日㈰、29日㈰

対象区域 更科から桜沢にかけた
山際および山中

駆除時間 日の出から日の入り
まで

山火事にご注意ください
　春の新芽が芽吹き、空気が乾燥す
る季節を迎えます。例年、この時期
は山火事が多く発生しています。
　森林の保全と地域の安全を図るた
め、次の点に注意して山火事予防に
心がけましょう。
①枯れ草等のある火災の起こりやす
い場所では、たき火をしないでく
ださい。
②たき火の場所を離れるときは、完
全に消火してください。
③風の強い時および空気が乾燥して
いる時は、たき火、火入れをしな
いでください。
④たばこは指定された場所で喫煙
し、吸いがらは必ず消すとともに、
投げ捨てないでください。
⑤火遊びはしないでください。
問　農政課耕地林務係（内線 251）

有料広告欄
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◆幹部候補生募集
概要　入隊約１年で幹部自衛官にな
るコース
資格　【一般・技術】22歳以上26歳
未満の者（大学院で修士の学位を受
けた者は28歳未満）
募集期間　４月１日㈬～５月12日㈫
試験日　５月16日㈯
処遇　特別職国家公務員
　受験手続など詳しくは、直接お問
い合わせください。
問　自衛隊長野地方協力本部
　　長野地域事務所
　　☎０２６（235）６０２６

平成21年3月号33 平成21年3月号 32

3月31日㈫は平成20年度国民健康保険税第9期の納期限です。お忘れなく。

◆予備自衛官補募集
概要　普段は社会人として職業・学
業に従事しつつ、社会に貢献する。
資格　【一般】18歳以上34歳未満の
者【技能】国家免許資格等を有し、
18歳以上53歳未満～55歳未満（資格
による）の者
募集期限　４月13日㈪
試験日　４月19日㈰または20日㈪
手当　日額７，900円
待遇　旅費支給、被服貸与、食事支
給、災害補償完備

防衛省からのお知らせ司法書士無料相談会
　司法書士による無料相談会が開催
されますので、この機会にぜひ相談
窓口へお出かけください。
　面接は予約制で行いますので、事
前にお電話ください。
期日　３月2７日㈮
時間　午前10時～午後５時
会場　県長野消費生活センター
　　　（県長野保健所庁舎１階）
相談内容　借地借家のトラブル
問い合わせ・予約先
長野県長野消費生活センター
☎０２６（223）６７７７

　内閣府では、平成21年度に実施
する国際交流事業（「国際青年育成
交流」「日本・中国青年親善交流」
「日本・韓国青年親善交流」「青年
社会活動コアリーダー育成プログラ
ム」「世界青年の船」「東南アジア
青年の船」）の参加青年を募集して
います。
ホームページ　
http://www.cao.go.jp/koryu/
問　内閣府政策統括官（共生社会政
　　策担当）付国際第１担当
　　☎０３（3581）１１８１　
　　長野県生活文化課
　　☎０２６（235）７２１０

青年国際交流事業に
参加しませんか

　新たな市の自主財源を確保し、市民サービスの向上
を図るため、中野市共通使用封筒の裏面に有料広告を
掲載しますので、広告を掲載していただける事業者等
を募集します。
　なお、掲載の可否は、市の審査委員会で審査をします。
～お店や会社の PR 等、暮らしに役立つ広告の
　　　　　　　　　　申込みをお待ちしています。～

詳しくは右ページをご覧ください ☞

「中野市共通使用封筒」
　　　　へ掲載する広告を募集します

【広告掲載封筒の規格等】
封筒の種類 広告枠数 作成枚数 有料広告掲載料金 発送 (使用 ) 期間

①中野市共通使用封筒
　角形20号市内専用封筒

４枠 20，000枚
31，500円
（１枠）

各封筒５月頃から在庫終了
まで（おおむね１年間）
【以前に作成した封筒の在
庫がある場合発送時期が遅
くなることがあります】

②中野市共通使用封筒
　長形3号市内専用封筒

１枠 90，000枚 141，７50円

【広告枠の規格】　各封筒の裏面（縦）5.5㎝×（横）9.5㎝

詳しくは、ホームページをご覧頂くか、財政課管財係（内線２２２）までお問い合わせください。

申込期限　所定の申込書により、3月27日㈮までに申込みください。

　刃物使用の凶悪犯罪が多発し
たことを受け、銃刀法が改正さ
れ、平成21年１月５日から施行
されました。
　今回の改正では、いわゆるダ
ガーナイフをはじめとする刃渡
り5.5ｃｍ以上の左右均整の形状をした、もろ刃（両刃、諸刃）の刃物
の所持が禁止されました。
◆平成21年１月５日の時点で既にお持ちになっている方は、平成21年７

月４日までに廃棄処分するなどの措置をとる必要があります。
◆平成21年１月５日以降に手に入れると、不法所持の罪に問われます。

（３年以下の懲役または50万円以下の罰金）
◆警察では、ダガーナイフ等の規制対象となる刃物を無料で引き取ります。
　引き取り（処分）を希望される方は、中野警察署生活安全係または、
お近くの交番、駐在所へご連絡ください。
問　中野警察署生活安全係　☎（26）０１１０　

ダガーナイフなどのもろ刃
　　　　　　　の刃物を持っていませんか？

問申

「中野市豊田地域審議会」
委員募集
　豊田地域審議会は、市の施策に関
して市長から諮問を受け、または必
要に応じて市長に対して意見を述べ
ることができる市の付属機関です。
　今回、４月からの新たな委員を募
集します。
募集人員　５名程度
応募資格　平成21年４月１日現在、
次の事項に該当する方
・豊田地域内に住所を有する方　
・年齢満20歳以上の方
募集期限　３月1７日㈫
委員任期　平成21年４月１日～23年
３月31日（２年間）
応募方法　豊田支所、永田窓口サー
ビスステーションに設置してある応
募用紙に必要事項を記入のうえ、直
接持参いただくか、郵送、ファック
スまたはＥメールによりご応募くだ
さい。応募用紙は、市公式ホーム
ページからもダウンロードできます。
市公式ホームページ　http://www.
city.nakano.nagano.jp/
決定方法　選考により決定
問・　　豊田支所地域振興課総務係
（内線120）
〒389-2192　中野市大字豊津2508番地
ファックス　�２７７４
Ｅメール　chiikishinko@city.
nakano.nagano.jp

　恩給欠格者、戦後強制抑留者、引
揚者の「ご本人」に『特別慰労品』
を贈呈しています。（遺族は対象外
です）
　「引揚者」は、終戦の日まで引き
続き１年以上外地で生活していて、
戦後引き揚げてきた家族全員の方が
対象です。
請求期限　3月31日㈫　
※資格要件等、詳しくは直接お問い
　合わせください。
独立行政法人平和祈念事業特別基金
フリーダイヤル　
０１２０－２３４－９３３
問　福祉課厚生保護係（内線255）
　　豊田支所地域振興課市民生活係
　　（内線133）

『特別慰労品』の請求は
今月で終了です

　県民の皆さんに県内の宿泊施設を利用していただく「信州に泊まろう！
県民宿泊キャンペーン」を実施しています。期間中、宿泊利用回数に応じ
て、1，000名の方に抽選で宿泊補助券や県産品をプレゼントします。
　また、宿泊施設や旅行会社において、お得な宿泊プランを用意している
所もあります。
　詳しくは、長野県公式観光ウェブサイトをご覧ください。
ウェブサイト　http://www.nagano-tabi.net/
問　信州・長野県観光協会
　　☎０２６（234）７２１９
　　長野県観光振興課
　　☎０２６（235）７２５４

信州に泊まろう！県民宿泊キャンペーン

　商店街活性化の起爆剤および市内
の購買力向上のきっかけを図るため、
10％のプレミアムを上乗せした「元
気がでる商品券」を販売します。
販売期間および有効期間
３月10日㈫～９月９日㈬
※売り切れた時点で販売終了
内容　1，000円券11枚綴りを10,000
円で販売【一般商店・大型店共通券
（４枚）、一般商店（７枚）】
購入限度額　１人あたり10万円まで
利用できる店　取扱店ポスターが掲
示してある市内の商店等
販売場所　中野商工会議所
販売時間　午前９時～午後５時
問　中野商工会議所会員サービス課
　　☎（22）２１９１

「元気がでる商品券」
販売開始！

次回申込期限　３月 27 日㈮  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　５月 11 日㈪ 発行の５月号～
ホームページ掲載日　５月１日㈮～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！



市役所☎２２－２111　豊田支所☎38－3111くらしの情報

平成21年3月号35 平成21年3月号 34

心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談・ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　３月10日㈫
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前9時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

定期健康相談
①日時　毎週水曜日　午前10時～11時30分
　会場　中野保健センター
②日時　毎月第１木曜日　午前10時～11時30分
　会場　豊田保健センター
問　　健康長寿課健康管理係(内線242)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　３月19日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時30分
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

年金
「ねんきんダイヤル」（平日午前８時30分～午後５時15分）

☎０５７０－０５－１１６５

特別障害給付金について
－障害基礎年金を受給していない方へ－

　国民年金に任意加入していなかったことにより、
障害基礎年金などを受給していない障害者の方に
ついては、福祉的措置として「特別障害給付金制
度」が設けられています。
 支給の対象となる方 
①平成３年３月以前に任意加入対象であった学生
②昭和61年３月以前に任意加入対象であった被用
　者などの配偶者
　のいずれかであって、任意加入していなかった
期間内に初診日があり、現在、障害基礎年金１級、
２級相当の障害の状態にある方が対象となります。
 支給額（平成20年度） 
障害基礎年金１級相当に該当する方－月額５万円
障害基礎年金２級相当に該当する方－月額４万円
※本人所得が一定の額以上であるときは、支給額
　の全額または半額が停止される場合があります。
※請求手続の窓口は、住所地の市町村役場です。
問　長野北社会保険事務所　☎026（244）4100

◎クリーンで無限のエネルギー「太陽のチカラ」
　長い年月をかけて地球が蓄えてきた石油や石炭、
天然ガスなどの限りある資源を使い、刻々と減り
続けている｢エネルギー問題｣。また、これら化石
燃料を使い大気中の二酸化炭素（ＣＯ２）が増加す

ることで生じる「地球温暖化問題」。
　このふたつの問題を解決するため、
大きな力となってくれるのが「太陽
のチカラ」です。

　太陽からの熱を直接利用する「温水器システ
ム」と、太陽電池を使い、太陽の光を電気に変換
して利用する「発電システム」があります。
　「太陽光発電システム」は電力に変換するため
汎用性が高く、日の当たる場所ならどこでも発電
できるというメリットを持つため、早くから注目
されてきました。太陽電池が高価なことや発電変
換効率などの課題もありますが、更なる利用拡大
が期待される発電エネルギー方式です。
　なお、太陽光発電の普及に向け、住宅への設置
に対する補助制度がありますので御利用ください。
　私たち一人ひとりが省エネルギーに対して意識
を高め、実行していくことも大きなチカラです。

シリーズ 地球温暖化�

★スキーセット★テニスラケット★五月人形★鏡台
★ピアノ★電動自転車★中古ノーマルタイヤ★電動
車イス★天ぷら鍋★味噌桶★人形ケース★オルガン
★洋風リビングこたつ（イス４脚、こたつ布団付）★
スチームオーブンレンジ★小動物用ケージ★編み機

★ノートパソコン★ＤＶＤプレーヤー★カラーボッ
クス★バドミントンラケット★スキーセット（子供
用）★掃除機★車いす★８ミリビデオカメラ★人
形ケース★自転車★冷蔵庫★園芸用アルミ三脚★
加湿器★電子ピアノ★アコースティックギター★
編み機★チャイルドシート★ベビーカー★ゆりか
ご★おんぶひも

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線２３８）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(2月23日現在)

人口
と
世帯

人　口 46,097 人 ( － 7)
男 22,217 人 ( － 27)
女 23,880 人 ( ＋ 20)

世　帯 15,073 戸 ( ＋ 8)
平成21年2月１日現在(国勢調査を基に推計）

展示

中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム ㊡月曜日 ☎ 22-4801

常設展「いろいろの自然　いろいろの人」
所蔵作品の中から、さまざまな表情を見せる自然や
人の姿を描いた作品を展示しています。

中野陣屋・県庁記念館 ㊡火曜日 ☎ 23-2718
※24、31日は開館　　

常設展「世界の馬っ子展」
３月７日㈯、28日㈯展示品説明会開催
土屋若治水彩画展
３月13日㈮まで　
気のむくままに（短歌と県内三重塔の写真）
３月13日㈮まで
華やかに四季を彩る日本の祭り（おもちゃ展）
３月16日㈪～４月３日㈮

展 示 案 内

ご寄付　ありがとうございました

（平成21年２月４日～２月27日）
●新入学児童の祝品として
　中野市農業協同組合管内小学校を対象に
　傘　426本
　＜中野市農業協同組合　代表理事組合長　
　阿藤　博文　様＞

●ふるさと寄附金　福祉・医療のため
　第31回住宅デー開催の売上金の一部
　現金　51,200円
　＜中高建設労働組合　代表　酒井　悦治　様＞

　今年度も市内外の多くの皆様から、寄附いた
だきましたことに、心よりお礼申し上げます。
　いただきました寄附品および寄附金は、市政
のために大切に使わせていただきます。
　寄附に関する問い合わせは、庶務課秘書広報
係(内線４００）までお願いします。

中野小学校旧校舎・信州中野銅石版画
ミュージアム、中野陣屋・県庁記念館の展
示案内です。是非、ご覧ください。



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　おままごとやぬり絵でよく遊
ぶ活発な女の子です。好きな食
べ物はウインナーとめかぶです。
何事もまっすぐで、素直な女の
子に育ってほしいと思います。
（山上拓真・香織さん　東吉田）

（３歳１か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成21年３月５日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／３月10日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成20年11月生まれ
※３か月健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で就
学前の１年間（保育園、幼稚園
の年長児）
第３期＝中学１年生に相当する
年齢の者（13歳になる年度の１
年間）
第４期＝高校３年生に相当する
年齢の者（18歳になる年度の１
年間）

　平成20年度
　　該当される方はお早めに！

※３月31日を過ぎると任意の予
防接種となり、実費がかかる
ようになりますので、接種が
お済みでない方は大至急接種
しましょう。該当者は、実施
医療機関へ予約してください。

平成21年３月号 36

マタニティクラス
期日／４月10日㈮
時間／午前10時～11時30分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／妊娠の経過と起こりやすい異
　　　常、妊婦体操、妊産婦の栄養
　　　（試食していただきます）

ポリオ ( 小児マヒ )
受付時間／午後１時～１時40分

＜中野保健センター＞
４月13日㈪…長丘、科野、倭、豊田
　　14日㈫…日野、延徳
　　　　15日㈬…平野
　　　　16日㈭…高丘、平岡
　　17日㈮…中野
対
象
・
接
種
方
法

３か月～１歳６か月の乳幼児
（７歳６か月未満まで接種可） 
※６週間以上あけて２回接種
※下痢をしている場合は、治っ

てから受けましょう。

育児教室
　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／３月24日㈫
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食の話、
　　　試食

山上　美
み き

輝ちゃん

【受付時間が変わりました】

健診名 健 診 日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

３月10日㈫ 20年11月生まれ

７か月
健　診 ３月11日㈬ 20年７月生まれ

１　歳
６か月
健　診

３月13日㈮ 19年８月生まれ

２　歳
健　診 ３月９日㈪ 19年２月生まれ

３　歳
健　診 ３月12日㈭ 18年２月生まれ

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

乳幼児健康診査
【受付時間が変わりました】

★★口　臭★★

いきいき健康講座

　友達とおしゃべりしている時、相
手の口臭が気になると、せっかくの
楽しいひと時が台無しです。でも相
手の口臭は指摘しづらいものです。
もしかして、自分もにおうのではな
いかと不安になったりしませんか。
自分のにおいは自分ではわからない
ものです。
口臭の予防
　口臭予防には、口の中の清潔が一
番です。
　毎日自分で口の中をきれいに清掃
するセルフケアと、歯科医師、歯科
衛生士が定期的に清掃をおこなうプ
ロフェッショナルケアが大切です。

（協力：中高歯科医師会）

　ストレス社会の現代、自分の心が
疲れていないか考えてみませんか？
　申し込みは不要です。お誘いあわ
せのうえ、お出かけください。
期日　３月16日㈪
時間　午後１時20分～２時30分
場所　中野保健センター
演題　心を知る「ストレスに気づく
　　　ことから…」
講師　産業カウンセラー
　　　古越　真佐子　先生
受講料　無料

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。
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「愛情を持って叱って！」と語る八名信夫さん
　

中
央
公
民
館
は
２
月
７
日(

土)

、
俳
優

の
八
名
信
夫
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
「
愛

情
が
あ
る
か
ら
叱
れ
る
の
だ
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

八
名
さ
ん
の
語
り
は
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ

れ
、
３
０
０
人
の
来
場
者
は
笑
い
声
を
上

げ
な
が
ら
も
核
心
部
の
「
今
、
子
ど
も
た

ち
に
怖
い
も
の
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

怒
る
の
で
は
な
く
、
愛
情
を
持
っ
て
叱
る

こ
と
。
そ
し
て
、
他
人
の
子
ど
も
も
叱
っ

て
欲
し
い
。
」
と
の
訴
え
に
、
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
で
「
悪
い
こ
と
は
悪
い
と
叱

る
大
人
の
役
割
を
忘
れ
る
な
！
」
と
元
プ

ロ
野
球
投
手
の
目
の
覚
め
る
よ
う
な
直
球

が
心
に
届
き
、
共
感
と
励
ま
し
を
頂
き
ま

し
た
。

あおぞら
　

今
年
の
冬
は
雪
も
少
な
く
、

豪
雪
地
に
住
む
自
分
に
と
っ

て
は
願
っ
て
も
な
い
有
難
い

こ
と
で
あ
る
。

　

例
年
、
降
雪
時
は
朝
早
く

起
こ
さ
れ
る
。
玄
関
か
ら
道

路
ま
で
、
そ
れ
か
ら
車
庫
の
前
に
積

も
っ
た
雪
を
せ
っ
せ
と
片
付
け
る
。

結
構
な
運
動
量
で
、
汗
っ
か
き
な
自

分
は
そ
の
度
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
汗
を
か
く
。

　

何
日
も
降
り
続
け
ば
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
年
前
の
大
雪
の
と
き
は
、
シ
ー
ズ

ン
中
に
五
回
も
屋
根
に
上
っ
た
も
の

だ
が
、
今
年
は
当
然
そ
の
必
要
も
な

い
。

　

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
も
今
年
で

七
年
目
を
迎
え
た
。
さ
す
が
に
だ
い

ぶ
磨
り
減
っ
て
い
て
、
冬
前
に
は
新

品
に
買
い
替
え
よ
う
か
と
迷
っ
た
と

こ
ろ
だ
が
、
懐
も
寂
し
く
見
送
っ
た
。

不
安
も
あ
っ
た
が
結
果
的
に
は
雪
が

無
い
お
か
げ
で
助
か
っ
て
い
る
。

　

本
当
に
有
難
い
。
し
か
し
我
が
家

の
子
ど
も
た
ち
は
、
雪
が
無
く
つ
ま

ら
な
そ
う
だ
。
子
ど
も
は
道
具
が
無

く
て
も
、
雪
が
あ
る
だ
け
で
一
日
中

外
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

暖
冬
を
喜
ん
で
い
る
の
は
大
人
だ

け
な
の
だ
。　
　
　
　
　

（
Ｔ
Ｉ
）

１ 文化なかの /09.3

文
化
な
か
の

 

編
集
委
員
座
談
会

文
化
講
演
会

 直球 心に届く！
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（
久
）
前
任
者
の
同
級
生
に
聞
い
て

み
た
ら
「
編
集
委
員
な
ん
て
楽
勝
だ

よ
！
」
っ
て
言
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
い

ざ
や
っ
て
み
た
ら
、
取
材
に
行
っ
た

り
、
文
章
書
い
た
り
で
結
構
大
変
だ
っ

た
。
で
も
、
い
ろ
ん
な
人
に
出
会
え

て
、
刺
激
に
な
っ
た
。
も
っ
と
飲
ん

で
、
歌
っ
て
、
編
集
委
員
の
本
性
も
知

り
た
い
ね
。

（
幸
）
私
の
場
合
は
飲
ん
だ
席
で
「
編

集
委
員
や
っ
て
み
な
い
？
」
と
誘
わ

れ
、
酔
っ
た
勢
い
も
あ
っ
て
気
軽
に
引

１
回
目
の
会
議
に
出
て
こ
れ
は

　「
ヤ
バ
イ
」
と
思
い
ま
し
た
ね（
笑
）

座・談・会

き
受
け
ま
し
た
。
や
っ
て
み
て
、
私
み

た
い
な
普
通
の
お
ば
さ
ん
が
、
頑
張
っ

て
い
く
と
い
う
の
は
良
い
事
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
ー
と
思
っ
て
ま
す
。

（
Ｅ
）
役
を
引
き
受
け
る
時
に
前
任
者

か
ら
「
月
１
回
の
会
議
に
出
席
し
て
、

好
き
な
事
言
っ
て
れ
ば
い
い
の
よ
」
っ

て
聞
い
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
苦
手
な

文
章
を
書
い
た
り
で
大
変
で
し
た
。
け

ど
、
取
材
に
行
く
の
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い

し
、
他
の
地
区
の
行
事
に
も
堂
々
取
材

に
行
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
え

て
刺
激
に
な
り
楽
し
い
。

（
武
）
取
材
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
人

に
出
会
い
、
話
を
し
、
聞
く
。
そ
の
こ

と
が
財
産
だ
と
思
う
し
、
後
々
の
い
い

経
験
に
な
る
と
思
う
。

（
Ｕ
）
９
年
や
っ
て
い
た
前
任
者
が
退

任
さ
れ
、
公
民
館
の
役
を
や
っ
て
い
た

自
分
に
、
当
番
が
回
っ
て
き
て
し
ま
い

逃
げ
れ
ず
、
１
年
だ
け
と
い
う
こ
と

で
、
引
き
受
け
ま
し
た
。
文
章
を
書
か

な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
新
聞
を
読

む
時
間
が
倍
に
な
り
ま
し
た
。

（
司
）
あ
の
～
、
今
１
年
だ
け
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
出
て
き
た
ん
で
す
が
、
任

期
は
３
年
な
ん
で
す
が
…

（
久
）
今
は
認
識
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
（
笑
）

（
Ｕ
）
…
は
い
（
笑
）

（
司
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
江
）
実
は
私
も
だ
ま
さ
れ
ま
し
た
。

前
任
者
か
ら
「
会
議
に
出
て
、
好
き
な

事
い
っ
て
れ
ば
、
事
務
局
が
勝
手
に
文

章
を
書
く
」
と
聞
い
て
い
た
の
に
…
。

１
回
目
の
会
議
に
出
て
こ
れ
は
「
ヤ
バ

イ
」
と
思
い
ま
し
た
ね
（
笑
）
。
あ

と
、
取
材
に
出
て
み
て
、
地
域
の
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

（
Ｏ
）
４
年
前
か
ら
編
集
委
員
に
な
る

こ
と
は
決
ま
っ
て
て
、
特
に
違
和
感
無

く
引
き
受
け
た
。
実
際
や
っ
て
み
て
、

公
民
館
報
作
り
な
ん
だ
け
ど
、
委
員
は

み
ん
な
職
種
も
違
う
し
、
公
民
館
と
い

う
型
に
は
ま
ら
な
く
て
も
い
い
の
か
な

と
も
思
っ
て
い
る
。

（
Ｏ
）
素
朴
な
質
問
な
ん
だ
け
ど
、
写

真
撮
っ
た
時
と
、
掲
載
さ
れ
る
時
じ

ゃ
、
ず
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
け
ど
？

（
武
）
お
お
よ
そ
の
季
節
が
合
え
ば
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
１
年
前
の
写

真
で
も
。
一
般
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
事
が
一
番
大
事
で
、
出
品
す
る
こ

と
で
、
「
文
化
な
か
の
」
を
見
て
も
ら

え
る
か
な
と
も
思
う
。

（
司
）
徐
々
に
で
す
が
出
品
数
も
増
え

て
ま
す
。

（
久
）
こ
の
「
花
郷
」
の
ペ
ー
ジ
も
地

域
に
出
て
、
ま
た
持
ち
ま
わ
り
で
写
真

撮
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
ま
た
大
変
だ
か
ら

ね
（
笑
）
。
あ
り
が
た
い
よ
ね
、
本
当

に
あ
り
が
た
い
。

　
今
年
度
４
月
に
、
編
集
委
員

全
員
が
新
委
員
と
い
う
、
か
つ

て
な
い
状
況
で
船
出
し
た
「
文

化
な
か
の
」
編
集
委
員
会
も
早

１
年
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
メ
ン
バ

ー
の
苦
労
話
な
ど
、
編
集
会
議

の
裏
側
を
掲
載
し
ま
す
。

（
司
会
）
編
集
委
員
を
や
っ
て

み
た
率
直
な
感
想
を
聞
か
せ
て

下
さ
い
。

（
司
）
今
年
度
か
ら
最
終
ペ
ー

ジ
が
カ
ラ
ー
に
な
り
現
在
「
花

郷
」
を
掲
載
し
て
ま
す
が
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
ご
意
見
願
い

ま
す
。

月１回７時～９時頃まで編集会議は行なわれます

委員
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特 集
今
年
度
か
ら
カ
ラ
ー
に
な
っ
た
「
文
化
な
か
の
」
の
裏
面

文化なかの 編集 
（
幸
）
忙
し
い
人
は
た
ぶ
ん
読
ん
で
な

い
と
思
う
。
「
あ
お
ぞ
ら
」
な
ど
の
コ

ラ
ム
は
時
間
が
あ
る
人
は
読
ん
で
る
と

思
う
け
ど
…
。
中
野
に
嫁
い
で
来
た
と

き
は
、
注
射
の
予
定
だ
と
か
、
必
要
な

情
報
源
と
し
て
、
広
報
は
読
ん
で
い

た
。

（
Ｏ
）
（
幸
）
委
員
さ
ん
の
言
う
と
お

り
！
う
ち
の
か
み
さ
ん
も
子
ど
も
の
健

康
診
断
の
予
定
だ
と
か
は
、
読
ん
で
た

ね
。

（
久
）
そ
う
い
え
ば
「
文
化
な
か
の
」

っ
て
、
昔
は
別
冊
だ
っ
た
よ
ね
？
そ
の

時
は
読
ん
で
た
よ
ね
？

（
江
）
そ

う
？
別
冊
の

時
の
ほ
う
が

読
ま
な
か
っ

た
な
ー
。

「
広
報
な
か

の
」
は
必
要

な
情
報
が
あ

る
か
ら
読
ん

で
、
「
文
化

な
か
の
」
は

い
い
や
っ
て
感
じ
だ
っ
た
。

（
久
）
で
も
、
人
の
名
前
は
見
る
よ
ね

～
。
会
社
の
掃
除
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に

「
編
集
委
員
に
な
っ
た
ん
だ
ね
」
っ
て

声
か
け
ら
れ
て
、
え
～
、
そ
こ
か
ら
反

応
来
る
か
～
っ
て
び
っ
く
り
し
た
も
ん

（
笑
）

（
Ｏ
）
そ
う
そ
う
、
分
館
報
で
も
成
人

者
の
名
前
と
か
、
区
の
役
職
名
簿
っ
て

見
る
か
ら
ね
。

（
武
）
「
文
化
な
か
の
」
に
対
し
て
い

ろ
い
ろ
意
見
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
僕

は
、
硬
い
イ
メ
ー
ジ
の
行
政
の
広
報
誌

の
最
後
に
、
文
化
的
な
記
事
っ
て
こ
と

で
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

（
Ｏ
）
全
然
Ｏ
Ｋ
だ
よ
。
や
る
気
満
々

だ
ね
！

（
幸
）
一
年
目
は
訳
も
分
か
ら
ず
や
っ

て
ま
し
た
け
ど
、
２
、
３
年
目
は
編
集

委
員
と
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
武
）
柔
か
い
文
章
と
硬
い
文
章
を
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
て
書
け
れ
ば
い
い
か
な

と
思
っ
て
ま
す
。
あ
と
、
ゴ
ー
ス
ト
ラ

イ
タ
ー
は
も
う
や
り
ま
せ
ん
（
笑
）

（
Ｕ
）
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
高
齢

者
な
も
ん
で
、
皆
さ
ん
の
足
を
引
っ
張

ら
な
い
よ
う
に
、
引
き
ず
ら
れ
な
が

ら
、
頑
張
り
ま
す
。

（
江
）
な
る
べ
く
楽
し
て
や
り
た
い
で

す
（
笑
）
。
取
材
は
も
う
少
し
積
極
的

に
や
り
た
い
。
写
真
撮
っ
た
り
、
自
分

の
勉
強
の
た
め
に
も
。

（
久
）
編
集
委
員
を
辞
め
る
と
き
に
、

う
～
ん
い
い
作
品
だ
っ
た
っ
て
言
い
た

い
ね
。

（
Ｏ
）
も
う
一
期
や
れ
る
か
ら
大
丈
夫

だ
っ
て
（
笑
）

（
司
）「
文
化
な
か
の
」に
対
す

る
意
見
を
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

全
然
Ｏ
Ｋ
だ
よ
。
や
る
気
満
々
だ
ね
！

（
司
）
今
後
の
意
気
込
み
を

　
　
　

一
言
お
願
い
し
ま
す
。ペンネームＴ２委員は笑いを常に提供する

　
月
一
回
の
会
議
で
は
、
毎
回
楽
し
く

談
笑
し
な
が
ら
、
掲
載
内
容
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
、
編
集
委
員
は
大
変
そ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
、
徐
々
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
そ
の
様
子
を
座
談
会
形
式
で

掲
載
し
ま
し
た
。
会
議
の
様
子
を
市
民

の
方
に
も
知
っ
て
も
ら
う
事
で
、
よ

り
、
「
文
化
な
か
の
」
が
身
近
な
も
の

に
な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
ま
す
。

　
任
期
中
、
で
き
る
限
り
市
民
の
方
が

興
味
を
持
て
る
誌
面
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
愛

読
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　  

（
文
化
な
か
の
編
集
委
員
一
同
）

◉
編
集
後
記
◉
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大
俣
村
の
年
貢
や
諸
役
賦
課
の
基

礎
と
な
る
本
田
検
地
帳
は
慶
安
五
年

（
一
六
五
二
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

検
地
帳
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
初
期
の
大

俣
村
を
垣か

い

間ま

見
た
い
。

　
当
時
の
名
請
人
（
土
地
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
人
）
は
十
四
名
で
、
こ
れ
ら
の

人
が
年
貢
や
諸
役
の
負
担
者
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
中
の
二
名
は
自
分
の
屋
敷

を
持
た
な
い
。
一
人
は
畑
を
一
町
四
反

五
畝
も
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本

家
に
所
属
し
て
い
る
が
分
家
し
て
独
立

す
る
寸
前
の
人
物
と
考
え
ら
れ
、
他
の

一
人
は
「
大
学
」
と
い
う
名
で
六
畝
所

有
の
人
物
で
、
名
前
か
ら
何
ら
か
の
形

で
学
問
や
教
育
に
関
係
す
る
仕
事
も
兼

ね
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
大
俣
村
に
は
大
日
堂
と
か
地
蔵
堂
と
か
、

い
つ
頃
、
ど
こ
に
建
て
ら
れ
た
か
不
明
な

も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場

所
を
拠
点
に
生
活
し
て
い
た
よ
う
な
人
物

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
一
反
歩

を
超
え
る
よ
う
な
屋
敷
持
ち
も
三
名
い
る
。

　
字
地
名
も
千
曲
川
に
面
し
、
後
ろ
に
山

を
背
負
う
集
落
ら
し
い
名
が
多
く
あ
る
。

大
川
原
、
う
ど
（
魚
登
）、
舟
場
、
川
ば

た
、
水す

い
じ
ん
が
ま

神
釜
、
水
付
。
坂
口
、
北
山
、
北

原
、
東
原
、
東
原
沢
。
そ
り
ば
た
、
宮
ぞ

り
、
そ
り
。
道
ば
た
、
道
南
、
道
上
、
下

道
、
中
道
。
屋
敷
ぞ
い
、
屋
敷
。
そ
の

他
柿
ノ
木
畑
、
菖し

ょ
う
ぶ蒲
池
、
安
養
坊
、
田

麦
境
で
あ
る
。

　「
水
神
釜
」
は
水
が
巻
い
て
釜
が
鳴

る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
魚
登
」
は

魚
が
千
曲
川
か
ら
登
っ
て
く
る
場
所
で

あ
り
、
当
時
す
で
に
渡
し
舟
が
あ
っ
た

こ
と
も
わ
か
る
。

　「
そ
り
」
は
曲
が
る
と
い
う
意
味
で
、

千
曲
川
側
と
集
落
側
の
境
目
の
地
形
が

盛
り
あ
が
り
両
者
が
そ
っ
て
い
る
こ
と

を
云
っ
て
い
る
。「
柿
ノ
木
畑
」、「
安

養
坊
」
は
ど
の
辺
の
場
所
を
指
す
の
か

現
時
点
で
は
全
然
わ
か
ら
な
い
。
菖
蒲

池
は
集
落
の
南
西
部
に
あ
る
低
湿
地
で
、

か
つ
て
は
菖
蒲
等
が
生
い
茂
る
大
き
な

池
が
あ
り
、
そ
の
池
の
周
辺
に
集
落
が

で
き
た
の
で
あ
る
。
　
　（
松
沢
邦
男
）

　
か
つ
て
の
純
農
村
地
帯
だ
っ
た
大
俣

地
区
も
、
少
子
高
齢
化
と
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
世
帯
の
増
加
で
、
集
落
の
結
び
つ
き

が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
ま
で
の
分
館
活
動
を
よ

り
充
実
さ
せ
、
地
域
の
活
力
と
連
帯
を

図
る
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
学
習
で
の
鯉
の
ぼ
り
は
、

原
点
に
返
っ
て
五
十
匹
の
鯉
の
ぼ
り
を

二
ヵ
所
に
あ
げ
、
元
気
に
泳
ぐ
姿
は
北

信
ロ
ー
カ
ル
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
は
区
長
杯
争

奪
の
組
対
抗
形
式
と
し
、
全
組
か
ら
の

出
場
を
頂
き
、
試
合
後
は
、
普
段
顔
を

合
わ
す
こ
と
の
無
い
も
の
同
士
、

賑
や
か
に
懇
親
会
が
出
来
ま
し

た
。

　
し
め
縄
づ
く
り
講
習
会
、
親

子
映
画
会
、
分
館
講
座
な
ど
の

文
化
活
動
の
他
、
今
年
は
二
年

に
一
度
の
研
修
旅
行
で
新
潟
県

村
上
市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
大

勢
の
区
民
の
参
加
を
得
て
、
皆

さ
ん
の
地
区
に
対
す
る
愛
情
を

た
く
さ
ん
感
じ
た
意
義
の
あ
る

分
館
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
分
館
長
　
馬
場
正
）

大 俣 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

大
俣
村
の

　
慶
安
検
地
帳
か
ら

編
集
委
員

　
だ
よ
り

五十四匹の鯉のぼりをあげた「ふれあい学習」

　
２
月
９
日
、
夜
７
時
に
更
科
区
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。
祭
祀
団
員
30
名
の
寒
稽

古
が
行
わ
れ
る
。
昨
年
は
、
地
域
に
対
す
る

貢
献
等
が
認
め
ら
れ
て
、
宝
く
じ
財
団
よ
り

２
５
０
万
円
程
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
。
獅
子
、

太
鼓
が
新
調
さ
れ
て
い
て
、
光
り
輝
い
て
い
た
。

笛
、
太
鼓
、
獅
子
舞
い
と
三
部
門
ご
と
に
、
約

１
時
間
程
、
師
匠
に
厳
し
く
指
導
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
あ
と
、
合
同
練
習
に
入
っ
た
。
太
鼓

の
音
が
腹
に
ビ
ン
ビ
ン
と
響
い
て
く
る
。

　
一
舞
が
終
わ
っ
た
。
舞
手
が
獅
子
頭
か
ら
顔

を
出
し
て
、
正
座
し
て
、
挨
拶
を
し
た
。
顔
か

ら
汗
が
し
た
た
り
落
ち
て
い
る
。
稽
古
始
め
と

い
う
こ
と
で
、
懇
親
会
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

不
況
の
世
の
中
で
あ
る
が
、
酒
を
飲
ん
で
、
楽

し
く
語
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
背
負
っ
て
い
く
若
者
た

ち
に
、
力
強

さ
と
、
心
温

ま
る
も
の
を

感
じ
た
。
寒

稽
古
で
鍛
え

た
芸
を
、
桜

の
花
の
咲
く

頃
、
春
祭
り

に
、
悪
魔
払

で
、
村
中
を

回
っ
て
歩
く

様
が
目
に
浮

か
ぶ
。

  

　
（
Ｕ
）

編
集
委
員

　
だ
よ
り

寒
稽
古若者たちの力強さを感じた「寒稽古」
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６

中 

央 

公 

民 

館

講座名 日　時 場 所 講　師 備　　考

 パソコンサロン
毎週月曜日 
※祝日、年末年始を除く
13:30～16:30

 中央公民館
 団体室

 NPO
新技術振興会

 ＜定員＞６名 
 ＜受講料・申込み＞不要

 ＊メニューに沿って進める
　 パソコン教室とは異なり
　ます

豊
　
田
　
公
　
民
　
館

 星空をみよう
  3/23㈪ 20:00～21:30

 北信濃
 ふるさとの
 森文化公園

 信州中野
　   天文同好会

 ＜定員＞40名
 ＜受講料＞無料
 ＜対象者＞どなたでも、中
　学生以下の方は保護者同伴
 ＜申込み＞３月19日㈭まで

 リズムで遊ぼう
 3/24 ㈫ 10:30～12:00  豊田公民館  原　  房  子

　　　　　先生

 ＜定員＞ 15 組
 ＜受講料＞無料 
 ＜対象者＞２歳以上の未就
　学児とその保護者

 バードウォッチング
 3/26㈭ 9:00～13:00  豊田公民館

 に集合
 出野　富永
　　　　　先生

 ＜定員＞ 10 名
 ＜受講料＞無料
 ＜対象者＞市内小・中学生
 ＜持ち物＞おにぎり、水筒
　メモ帳、暖かい服装
　双眼鏡（持っている人）

 初級英会話教室
 ４月７日～３月まで
 19:00～21:00
（毎週火曜日）

 豊田公民館
 レイニング・
 デビット・マー
 ティン先生

 ＜受講料＞無料

講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

展　　示 シニア大学クラブ活動の 作 品 展中央公民館　展示コーナー

子ども育成事業 「灯籠びな」をつくってひな市に参加しよう！
　みんなで灯籠びなをつくって、担いで、
練り歩いてひな市を楽しんじゃおう！ 

日　時　（予定）
　　　　３月 19、20、25、28
　　　　　（全５回　９時～ 11 時頃）
　　　　31 日（ひな市当日は午後４時～８時頃）
会　場　中央公民館　　対　象　市内小・中学生
申込み　 3 月 16 日（月）までに中央公民館へ
その他　参加料 600 円程度

〈内容〉パソコンを
使っていてわからな
いところを指導員が
お答えします。

〈内容〉プラネタ
リウムの観覧と星
の観望

〈内容〉楽器を使っ
たリズム遊び

〈内容〉鳥の屋外
観察とスライドで
の学習

灯籠びなの制作風景　昨年３月
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今月の伝言板

中野市成人式のお知らせ
　昭和63年４月２日～平成元年４月１日生まれの方が対象となります。
　なお、平成21年３月中に、中野市に住民登録している方を対象に案内状をお送りします。
　現在、市外・県外にお住まいの方で中野市成人式に出席を希望される方は、事前に中野市
中央公民館までご連絡下さい。

期日 ５月４日

会場

中央公民館　TEL 0269－22－2691

市民会館

（みどりの日）
午前９時30分  受付
午前10時　　開式

成人式実行委員会のメンバー  「待ってます！」

　毎年、中野ひな市に併せて開催している市内
の書道愛好者の皆様の作品が、一堂に会す市民
書道展です。小学生から一般の方まで奮ってご
応募ください！
出場資格　市内在住・在勤している方、または、
　　　　　市内の書道グループに所属している
　　　　　方
出 品  数　１人１点まで
　　　　　（未発表の作品に限ります）
作品規格　●一般の部（高校生を含む）
　　　　　　条幅半折の大きさで、裏打ち仮巻
　　　　　　き着装
　　　　　●小中学生の部
　　　　　　条幅半折４分の１縦長書、裏打ち
　　　　　　をしないで仮巻き着装
申 込  み　３月23日（月）まで
　　　　　所定の出品申込書により中央公民館
　　　　　へ申込み下さい
展示期間　３月31日～４月１日
　　　　　午前９時～午後６時
展示会場　中央公民館　講堂

　中野ひな市には “きり絵” で中野土びなを
作ってみませんか。少し時間をいただければ、
どなたでも出来ますので、お気軽にお出かけ下
さい。
日　　時　４月１日（水）10時～15時
場　　所　中央公民館　２階　教室
講　　師　中野きりえの会
受  講  料　無料　　申込み　不要
そ の 他　材料・カッターは用意してあります。

第28回中野市民書道展 きり絵体験コーナー

夏休みに開催した「親子きり絵教室」

テーマ 愛～大切なあなたにありがとう～

時間
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム花と季節の写真
募　  集

　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

　
宛
先
は
中
央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民
館

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

☎
２
２
・
２
６
９
１
（
有
線
２
０
６
９
１
）

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp
土人形絵／陣屋付近（BOSS）

日
輪
（
ブ
ル
ー
）
／
科
野
地
区
（
メ
タ
坊
）

♪
春
が
来
た
春
が
来
た
ど
こ
に
来
た
　

　
山
に
来
た
里
に
来
た
野
に
も
来
た
♪

　
ご
存
知
高
野
辰
之
作
詞
の
春
が
来
た
の
歌

で
あ
る
が
、
こ
の
歌
は
雪
国
の
里
に
遅
い
春

の
訪
れ
が
、
急
に
広
が
る
春
の
気
配
、
そ
の

待
ち
に
待
っ
た
、
春
が
来
た
喜
び
を
歌
っ
た

も
の
だ
と
い
う
。

　
誰
も
が
待
ち
わ
び
る
春
、
立
春
も
過
ぎ
、

春
一
番
が
あ
り
寒
の
戻
り
も
あ
る
け
れ
ど
、

春
は
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
。
い
よ
い
よ
桜

の
季
節
、
そ
し
て
進
学
、
就
職
等
の
旅
立
ち

の
季
節
、
春
の
気
配
に
心
も
弾
む
。

雪
だ
る
ま
と
高
社
山
／
一
本
木
（
月
岡
尚
雄
）

夕
暮
れ
ト
ン
ビ
／
文
化
公
園
（
メ
タ
坊
）
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